
腎
…

強
制
移
住
政
策
下
の
チ

ェ
ロ
キ
ー
族

―
―
大
族
長
ジ
ョ
ン

・
ロ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ

っ
て
―
―

は
じ
め
に

一
、
「
文
明
化
」
の
進
展
と
ジ
ョ
ン

・
ロ
ス

ニ
、
伝
統
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ

三
、
大
族
長
ジ

ョ
ン

・
ロ
ス
の
資
質

四
、
資
質
の
証
明

お
わ
り
に

は

じ

め

に

十
九
世
紀
前
半
の
合
衆
国
は
、
急
速
な
領
上
の
膨
張
期
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
新
し
く
獲
得
さ
れ
た
領
土
へ
実
際
に
自
人
市

民

を
散

開

さ
せ
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
土
地
領

有
権
を
主
張
し
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
を
排
除
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
。
独
立
直
後
の
不
安
定
で
弱
体
な
合
衆
国
に
こ

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
》

れ
を
実
行
す
る
能
力
は
無
か
っ
た
が
、
十
九
世
紀
に
入
り
、
国
家
的

安
定
が
実
現
さ
れ
、
外
国
勢
力
の
脅
威
が
薄
れ
る
と
、
当
時
州
や
準

州
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
以
西
の
新
領
上
に
東

珈
時
中
車
”
支 な ィ
持 っ ァ
一
等
鞠
中
弁
ウ
の
中
中
い
車
お
”
帥
抑
「
巾
「
い

年
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
法

（Ｆ
島
【い
Ｆ
刃
①
日
ｏ
さ
中
卜
Ｏじ

の
制
定
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
イ
ン
デ
ィ

いて締鞠帥的鞠脚劫腕翔斡如，特つ衆印牧輸あ（領秒靴限に基づ

住の約徳的線端聰〕庫禁務蒲ウリそィルぞン脚嚇軸舶蜘抑貌諺

い中”車一坤中【”自てョ、一中印］中舜中小一ヤカウ中中』

佐
　
藤

円
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（佐
藤
）

し
立
て
、
特
に
粘
り
強
い
抵
抗
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
ら
の
抵
抗
運

動
は
、
自
人
文
明
の
積
極
的
な
摂
取
に
よ
り
部
族
の

「文
明
化
」
を

推
進
し
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
合
衆
国
政
府
及
び
周
囲
の
白
入
社
会

に
彼
ら
を
合
衆
国
と
対
等
な
独
立
国
家
で
あ
る
と
承
認
さ
せ
、
延
て

は
強
制
移
住
の
対
象
か
ら
外
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

だ

っ
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
行
動
に
お
い
て
は
、　
一
貫
し
て
非
暴
力

的
な
態
度
を
採
り
続
け
、
武
力
対
決
に
よ
る
不
測
の
事
態
を
回
避
し

つ
つ
、
合
衆
国
政
府
内
部
や
在
野
の
理
解
者
に
彼
ら
の
運
動
に
対
す

る
支
持
を
求
め
続
け
て
い
た
。

こ
の
抵
抗
運
動
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
強
制
移
任
に
対
し
終
始
反

対
の
立
場
を
採
り
続
け
て
い
た

ロ
ス
が
発
揮
し
た

リ
ー

ダ

シ
ッ
プ

は
、
非
常
に
強
力
な
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時
合
衆
国
下
院
議
員
と
し

て
、
或
い
は
ま
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
と
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部

族
の
排
除
を
政
府
に
要
求

し

て

い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ラ
ン
プ
キ
ン

（電
済
ｏ
ｐ
ｒ
●
日
ｏ
汗
【し

も
、
「
ロ
ス
は
移
住
に
反

対

す
る
人
々
の
．

る
と

い
と

培
ま
付
で
物
つ
、　
人
々
は
彼
の
考
え
に
従

っ
て
行
動
す

る
」
と
ま
で
評
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
部
族
民
た
ち
は
、
い
か
な

る
理
由
で
、
こ
れ
程
ま
で
に
ロ
ス
を
支
持
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、　
ロ
ス
個
人
に
寄
せ

ら
れ
た
絶
大
な
支
持
に
込
め
ら
れ
て
い
る
、
部
族
民
の
側
の
主
体
的

な
意
志
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従

来
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
本
来
そ
の
主
役
で

あ
り
な
が
ら
、
単
に
強
制
移
任
政
策
の
儀
牲
者
と
し
て
、
或
い
は
浮

ス
ら

一
部
の
著
名
な
指
導
者
に
一
方
的
に
率
い
ら
れ
て
い
た
客
体
と

し
て
の
み
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
部
族
民
を
、
歴
史
の
主
体

的
構
成
員
と
し
て
、
認
識
し
直
す
作
業
と
も
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
ロ
ス
に
関
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
研
究
は
、
古
く
は
レ

イ
チ
ェ
ル
・
Ｃ

・
イ
ー
ト
ン
の
学
位
論
文
か
ら
最
近
の
ゲ
ー
リ
ー
・

Ｅ

・
モ
ー
ル
ト
ン
の
伝
記
等
に
至
る
ま
で
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る

が
、
Ｊ

・
Ｃ
・
ヒ
ッ
ク
ス
の
研
究
を
除
い
て
、
本
格
的
に
ロ
ス
の
リ

胸力御や中守中わい家ば卿鵜報功一柳〕鞠本陸帥的謀つれ中め

来
の
研
究
は
、　
ロ
ス
個
人
の
政
治
活
動
に

ば
か
り
そ
の
関
心
を
向
け
、

実
際
に
そ
れ
を
支
え
て
い
た
部
族
民
に
対
し
て
は
十
分
な
注
意
を
払

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
研
究
上
の
偏
り

は
、
単
な
る
祝
角
の
設
定
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

ロ
ス
や

彼
と
同
時
代
の
チ
ェ
Ｆ
キ
ー
族
を
研
究
す
る
際
利
用
可
能
な
史
料
が
、

ロ
ス
を
含
む
部
族
の
エ
リ
ー
ト
層
が
残
し
た
政
治
関
係
の
文
書
に
、

或
い
は
宣
教
師
を
含
む
白
人
の
側
が
残
一し
た
記
録
に
集
中
し
て
い
る

と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、
そ

れ
ら
の
史
料
に
は
、
概
し
て
白
人
文
明
一を
絶
対
視
す
る
書
き
手
の
側

”嚇明醇
「介無（在唖ヤ中
「りば章差放劾一ウ『忠々く勇『期眼”嘩舶、

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
の
多
い
史
料
か
ら
、
都
族
民
の
側
の

主
体
性
を
汲
み
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
行
な
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
新
し
い
視

点
や
手
法
の
導
入
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。

合
衆
国
に
お
い
て
は
、　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴

史
の
研
究
に
関
し
て
、
主
に
人
類
学
者
の
側
か
ら
歴
史
学
者
と
の
共

同
作
業
を
望
む
声
が
上
が
り
始
め
た
。
こ
の
人
類
学
者
に
よ
る
歴
史

学

へ
の
接
近
は
、
歴
史
学
者
を
巻
き
込
み
つ
つ
現
在
で
は
工
懲
つ
ヒ

ス
ト
リ
ー

（問
≡
３
デ
ｒ
ｏ
輯
）
と
い
う
分
野
に
成
長
し
て
い
る
。
他

方
歴
史
学
者
の
側
に
も
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
を
研
究
す
る
際
の

史
料
的
限
界
を
補
う
た
め
、
或
い
は
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
史
料

を
よ
り
深
く
、
よ
り
正
確
に
解
釈
す
る
た
め
に
、
人
類
学
者
の
業
績

（
９
）

を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
研
究
者
が
現
わ
れ
始
め
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
研
究
に
お
け
る
両
者
の
共
同
作
業
は
、
近
年
ま
す

ま
す
発
展
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
、
歴
史

学
者
の
中
に
社
会
史
的
手
法
を
採
用
す
る
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

（
１０
）

っ
て
も

一
層
促
進
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
研
究
の
新
し
い
動
向
は
、
チ
ェ

ロ
キ
ー
族
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
時
代
の
研
究
に
則
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
研
究
者
が

ロ
ス
ら
部
族
の
エ
リ
ー
ト
層
が
残
し
た
史
料
の
表

面
的
な
価
値
に
因
わ
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
が
有

し
て
い
た
複
雑
さ
と
い
う
も
の
を
十
分
理
解
し
得
な
か

っ
た
と
い
う

史
苑

（第
二
十
巻
第

一
号
）

批
判
が
出
さ
れ
て
」
型
。
し
か
し
ま
た
そ
の
一
方
で
、
人
類
学
的
研

究
の
業
績
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
、
或
い
は
社
会
史
的
手
法
を
導
入

す
る
と
い
っ
た
努
力
も
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

（
研
既

で
は
手
の
届
か
な
か
っ
た
領
域

へ
、
研
究
が
進
出
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究
の
展
開
の
中
、
従
来
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
あ

っ
た

一
般
の
部
族
民
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
歴
史
の
主
体
的
構

成
員
と
し
て
捉
え
直
す
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る

問
題
設
定
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
研
究
は
、
一
九
六
〇
年

代
後
半
以
降
合
衆
国
で
展
開
さ
れ
た
合
衆
国
史
の
見
直
し
が
も
た
ら

し
た
視
点
の
転
換
、

つ
ま
り
黒
人
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
い
っ
た
被
抑

圧
者
の
側
か
ら
歴
史
を
再
構
成
す
る
と
い
う
試
み
に
触
発
さ
れ
開
始

さ
れ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
合
衆
国
に
お
け
る
研
究
の
進
展
に

比
す
れ
ば
、
そ
の
遅
れ
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
い
な
が
ら
研

（
・３
）

究
成
果
も
徐

々
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
特
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
研

究
に
際
し
て
の
視
角
の
設
定
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の

（
・４
）

研
究
の
中
で
く
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
提
示
さ
れ

た
問
題
意
識
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
個
別
研
究
へ
反
映
さ
せ
て
行
く

（
・５
）

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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一証

（．）に拘ャす】行々
拘彬北鵜評評がけ課両推十が他替ノレ賄”節争報は

た
こ
と
か
ら
、
ジ

ェ
フ
ア
ソ
ン
に
よ

つ

て

初

め

て

提

示

さ

れ

た
。

「
【
や
【】●
【∽
　
『
　
勺
～
Ｆ
●
一〕釣
】

ヽ
ご
ヽ
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や
ヽヽ
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■
ミ
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はヽ
ミ

ヽ
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卜ヽ
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（ミ
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ヽヽ
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『
き
ヽ
導
尽
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ヽ
も
ミ
ヽ
軋
単
ヽ
や
ヽ
Ｇ
へヽヽ
‐』
ヽ
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嗅頬
“、雑
堆
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班
難
ぽ

ン
羹

葦
挙
ン訂
ン

（３）輸中申時中”貯砕抑は帥”一球嘲靴汁投い”為稗神は筆券輛布
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４
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ゴ
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Ｆ
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Ｆ

゛
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Ｓ

Ｓヽ
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ヽ

ヽ
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ミ
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い
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Ｇ
卜
ヽ
ミ
　
単
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ミ
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Ｑ

ヽ
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ふ

ヽ
Ｇ
ミ

　

Ｑ
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ヽ
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】

ヽ
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時
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日
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０
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０
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餅
死
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兼
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卜
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ｏ
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ロ
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す
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や
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や
ヽ
ミ
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革
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ｐ
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『
ヽ
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】
０
卜
ｒ
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中
ｏ
ｐ

（
８

）

エ

ス

ノ

ヒ

ス

ト

リ

ー

の

発

展

に

つ

い

て

は

、

「
Ｓ

〓

チ

「
ｇ

ｏ
一Ｆ
場

】

食
＞

　
命

，
ｏ
電

≡

∞
　
句
Ｄ
ユ

”
●
あ

〓

●
】

■

肝
一
〇
ュ
伸
，
Ｐ
　

＞

ヽ
市
す
【
〇
●
ュ

ｏ
」

４

Ｐ

ｐ
”
年
　
ヽ
／
，
】
●
【
一
●
い
，
　
自
■
ユ
【
Ｄ
，

一
）

ｈ
晋

卜
ヽ

Ｑ
や

ヽ
し
ヽ
Ｏ
ヽ
蛇

】

い
０
‐
】

（
【
〇
∞
Ｎ
）
】

】
ｏ

ゃ
岸

あ
卜
を
参
照
。

（
９

）

こ

の

よ

う

な

主

張

の

血
窺

〓
と

し

て

　

ど
ぎ

】８

ヨ

げ
　

田

　

々
ざ

浄

げ
寓

Ｐ

ミ
弓

中嵩

ヨ
辞

【一
ま

∞
　
ｏ
ヽ
　
卜

目

ｑ

！一命
や
ｏ

■

所
８

【
】
】
＞

∽
言

い
Ｆ
の

刃
ｏ
や
ｏ
ユ

■

ゃ

Ａヽ
ヽ
６
畳
ご

ミ
，討

ミ

為
Ｓ

き
Ｆ

卜
？

∞

合
環

【
▼

●
や

ポ

岸
も
盟

が
あ

Ｚ
一

。

一
　
句
】いのＯｒ
　
的Ｆ
）
刃
　
弓
脚ヽ，
庁
　
∽
≡ヽｏ
●
は
Ｏヽ
Ｐ
　
均Ｆ
】
いｏ
い
　
」ｏ
■
　
ｒ

メデ、ｐｒ
命】くｏ
専
０年
″
】
『
ヽ
ミ
ヤミ
§゙

もヽ

∽
ｏヽ
ミ
、
や
、ヽ

晩
ｏｓヽ
ヘミ
カ
もヽ
ふ革
Ｇヽヽ
あ
一

』

核

や
ｋ

劣
　

ｓ
ヽ

　

ヽ
さ

ミ

ト

】

　

い

ヽ
ゝ

デ

　

尚

、

ヽ
ヽ
い
へ中
ヽ

畳

ヽ
　

や
ヽ
中
ミ

ギ
マ
、
Ｇ
ミ

Ｓ

デ

′ヽ
一す
①
，
り
　̈
戸
】わ
中く
ｏ
【
の
【命く
　
Ｏ
ｈ
　
〔
ヤＯ
Ｏ
」
∞
一ｐ
　
句
【ｏ
りの
　ヽ
中〇
∞
り
し　
や
も
　
ω
働
‐
勧
【
・

チ

エ
ロ
キ
ー
族

の
奴
隷
制
を
扱

っ
た
も
の
と
し
て
、
戸

呂
ｐ
Ｆ
げ
Ｒ
一ｏ
Ｐ

「
■
）
為
ミ
軋
　
Ｇ
ば
Ｓ
・
的
辞
ヽ
卜
“　
悦
ヽヽ
６
卜
』
津
申ｏ
Ｓ
じ
　ヽ
ヽ
ヽヽ
中Ｑ
、
的

Ｑ
革
や
・ｏ
卜
も
も

や
ミヽ
津
ミ
ヤヽ
　
　
メＰ、ｏ
ｏ付ｏ
ｏ
【
↑
一　
　
命
芹
ｏ
①
，
ヨ
〇ヽ
〇
い
　
円
Ｌ
ｏ
り
Ｐ
　
　
岸ｃ
『
Ｎ
〕　
自
″ｒ
ｏ
い
伸

句
い
ヽ
い
●
ｏ
】

晩
ヽ
へ中
Ｏ
Ｓ

Ｃ

　

ヽ
、
い
、
　

中
ゃ
ヽ
　

的

電
ミ

ヽヽ
こ

ミ

中

Ｓ

、

Ｑ

や
も
ヽヽ
Ｇ
卜
ヽ
ヽ

晩
Ｇ
や

」ふミ
セ
】　
ヽ
』
ヽ
Ｇ
‐ヽ
い』
奇
】　
炭
【Ｆ
Ｏ
ヌ
く
ュ
一①
”　
「」
ｏ
中く
ｏ【り，キ】
　
〇
【　
　
白
】ｏ，
，
①ののＯＯ

句
命ヽのＰ
　
】ｃ
『ｃ
・

（
‐３
）

わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
研
究
関
係
の
文
献
は
、　
Ｗ

・
Ｔ

・
ヘ
ー
ガ
ン
、
西
村
頼
男
、
野
口
研

一
、
島
川
雅
史
訳

『
ア
メ
リ
カ

・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
』

（第
二
刷
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、　
一
九
四

八
年
）
の

「
邦
語
文
献
」
の
項

及
び
ア
メ
リ
カ
研
究
シ
リ
ー
ズ
第

一
〇

号

『
ア
メ
リ
カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
研
究
邦
語
文
献
目
録

一
九
四
五
！

一

九
八
七
』
（立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、　
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
‐４
）

清
水
知
久

『
ア
メ
リ
カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ー
ー
「
発
見
」
か
ら
レ
ッ
ド

パ
ワ
ー
ま
で
』
（中
央
公
論
社
、　
一
九
七

一
年
）
、
富
日
虎
男

『
ア
メ
リ

カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
』
（雄
山
閣
、　
一
九
八
二
年
）
、
藤
本
、
前

掲
論
文
、
清
水
知
久

『
米
国
先
住
民
の
歴
史
―
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼

ば
れ
た
人
び
と
の
書
難

・
抵
抗

・
希
望
』
（明
石
書
店
、　
一
八
八
六
年
）
、

西
出
敬

一
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
と
先
住
民
族
」
『
北
海
道
と
少
数
民
族

Ａ
公
開
講
座
∨
北
海
道
文
化
論
』
（札
幌
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合
、　
一

九
八
六
年
）
三
―
五
九
頁
等
を
参
照
。

（
‐５
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
稿
脱
稿
直
前
に
、
富
田
虎
男

「
北
海
道
旧

土
人
保
護
法
と
ド
ー
ズ
法
―
―
比
較
史
的
研
究
の
試
み
―
―
」
『札
幌
学

（
１０

）

（
１１

）

（
‐２

）

】
Ｄ
ヨ
ｏ
の　
＞
ン
な
〓
】
Ａ
日
ゴヽ
，
ユ
】チ
ｏヽ
【
く
一　
＞
月
　
■
冴
〔ｏ
ユ
”
●
∽
】
く
村
て
‥

ｔ
ｏ
ま
ｒ
と
ヽ

きヽ
き
ま
矛
き
ビヽ
）
Ｎ
ｏ
Ｌ

（５
『
ｏ
ｙ
　
町
甲
∞
‐ゃ

町
●
，島
一一の
】
会
虫
Ｏ
Ｊ
Ｆ
，刃
〇
りの
い
つ
い
　
ｒヽ
Ｏ
Ｏ
ｒ
命
ｏヽ
汗
ｏの
Ｐ
せ　
ｏ
　
卜
、
ぃ

こ
の
よ
う
な
研
究
の
例
を

着
干
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。
人
口
動
態
学
的
研
究
と
し
て
、　
ぎ
、こ
Ｆ
呂

Ｏ

て
や

Ｆ
ｏ
ｃ
∞
一〕一【，
Ｄ
●
“
メメヽ
と
君
【
■
　
Ｏ
ｏ
，
洛
Ｆ

】
，
専
（、弓
ｒ
ｏ
Ｏ
す
①【ｏ
汗
ｏ
ｏ
∽
４，

弓
【”
，
４
ま
ｏ
，
一
卜
ｒ
の
一い
，
４
村
Ｄ
】
＞
”
と
く
４
∽　
ｏ
ｈ
いｒ
①
円
①
毎
①
【Ｄ
】
Ｏ
Ｆ
ｏ
Ｔ

許

８

ｏ
ｇ

を

の

駄

岸
器

り
ヽ
と

き

ヽヽ
ミ

ミ

Ｑ
ヽ

卜

】ヽＳ

さ

ヘミ
や

ヽ

ちヽ
』
ｓ
建

】

の
ド

合

ｏ
『
『
）
】

七
ｏ
　

Ｏ
『
∽
‐
『
〇
∞
一
　

刃
Ｆ
秘

Ｌ

一

『

【〕
ｏ
Ｉ
や
ヽ
ｏ
Ｐ

へへ〇
す
●
【
ユ
お

①

■
ｏ
ｏ
〓
Ｆ
↑
３
】】
Ｆ
ｏ
り
∽
命
の
∪
Ｅ
ュ
】〕
∞

ユ
〕
●
均
【
ゆ
ユ

ｏ
』
弓
①
い
，
∽
”　
＞
　
Ｚ
め
雪

句
め
干

∽
七
命
Ｒ

Ｔ
の
営
〕
い

伊
Ｚ
①
〓

問
４
一ヨ
景

ｐ
ｔ
尚
卜
単
Ｓヽ

ヽ
ヽ
４
豊
Ｃ

▼
∞
岸
合

０
∞
卜
Ｖ

ｏ
や

桜
マ
巻
ｏ

女
性
史
的
研
究
と
し
て
、ど
】畳
い
岸）①こ
岳
】
あ
畳
津
ｏＳ

Ｆ
‐

い
【
ｐ
”
∽
　
ｐ
■
ヽ
　
一
ｒ
Ｏ
　
Ｏ

●
↓
”
　
ｏ
【
　
↑
ゴ
ｏ
　
白
″
ヽ
Ｆ
Ｏ
　
ど
く

ｏ
日

い
０

す
ｏ
ｏ
い
】
せ
中
，

　

で
く

や
中
い
Ｏ
ヽ

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）
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強
制
移
住
政
策
下
の
チ
エ
ロ
キ
ー
族

（佐
藤
）

院
大
学
大
文
学
会
紀
要
』
第
四
五
号
、　
一
九
八
九
年
、
五
―
二

一
頁
が

発
表
さ
れ
、
着
実
な
進
展
が
見
ら
れ
た
。

一
、
「
文
明
化
」

の
進
展
と

ジ

ョ
ン

・
ロ
ス

一
八
世
紀
末
か
ら
本
格
化
し
た
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
お
け
る

「
文
明

化
」
は
、
部
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
と
い
っ
た
様
々
な
方
面
で
急

速
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
細
か
く
検
討

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
わ
ず
か

一
世
代
の
間
に
彼
ら
が
狩
猟
を
基
盤

と
す
る
伝
統
的
な
部
族
生
活
を
放
棄
し
、
生
活
様
式
か
ら
社
会
制
度

に
至
る

（
ま
一
大
胆
に
同
時
代
の
白
人
を
模
倣
し
て
い
っ
た
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
彼
ら
は
憲
法
を
制
定
し
て
部
族
議
会
や
裁
判
所
を
開

設
し
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る

一
方
、
宣
教
師
た
ち
の
力
を
借

り
て
教
育
の
普
及
に
努
め
、部
族
民
の

一
人
セ
コ
イ
ア
の
ど
●
ｇ
ｐ
じ

が
独
自
に
開

発

し

た

チ
ェ
ロ
キ
ー
文
字
と
英
語
を
併
記
し
た
新
聞

『
チ
ェ
Ｐ
キ
ー

・
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
』

合
辞

〇
ぎ
・爵
ミ

杓
ぎ
畳
辞
）

の
発
行
ま
で
行
な

っ
た
。
も
し
も
、　
一
八
三
五
年
に
合
衆
国
政
府
が

実
施
し
た
調
査
に
記
録
さ
れ
て
い
る
耕
作
地
の
面
積
、
家
畜
の
頭
数
、

黒
人
奴
隷
の
人
数
、
機
織
り
機
の
台
数
、
識
字
率
と
い
っ
た
数
字
が

彼
ら
の

「
文
明
化
」
の
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
当

時
の
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族
は
、
明
ら
か
に
彼
ら
を
取
り
巻
く
白
人
社
会
に

匹
敵
す
る
文
明
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
た
。

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
チ
ェ
ロ
キ
ー

族
で
進
行
し
て
い
た

「文
明
化
」
の
申
し
子
だ

っ
た
。
白
人
文
明
を

積
極
的
に
受
容
す
る
と
い
う
部
族
の
方
針
か
ら
利
益
を
受
け
つ
つ
、

彼
は
着
実
に
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
指
導
者
と
し
て
の
足
場
を
国
め
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

「文
明
化
」
と
い
う
歴
史
背
景
を
ぬ
き
に
し
て
、

大
族
長

ロ
ス
の
登
場
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
ス
は
、　
一
七
九
〇
年

一
〇
月
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
の
交
易
商
人

ダ

ニ
エ
ル
・
ロ
ス

（じ
い
ュ
坐

刃
ｏ
りじ

と
チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
混
血
女

性
モ
ー
リ
ー

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

（Ｉ
Ｏ
軍
ゆ
　
Ｉ
ｏ
∪
ｏ
思
中ｅ

と
の
間

に
誕
生
し
た
。　
ロ
ス
の
母
親
の
家
系
は
、
代

々
白
人
の
交
易
商
人
と

巾
紳
瑚
宅
ネ
〕
触
”
は
い
姫
能
め
す
時
棒
舶

つ（
ゎ
ぜ
祢
牡
み
の
拘
彼 一
”

風
貌
は
、
お
よ
そ
純
血
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
と
は
掛
け
離
れ
た
も
の
だ

っ
た
。
札
務
し
な
が
ら
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
、
元
来
母
系
社
会
で
あ

っ
た
た
め
、
彼
も
ま
た
生
ま
れ
な
が
ら
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
と
し
て
部

族
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

少
年
時
代
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
、　
ロ
ス
は
主
に
チ
ェ
ロ
キ
ー
族

の
間
で
育

っ
た
が
、　
一
般
の
部
族
民
と
は
か
な
り
異

っ
た
環
境
の
中

で
育
て
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
自
人
の
父
親
は
、
彼
の
た
め
に
自
人
の

家
庭
教
師
を
展
い
、
彼

に
自

人

の
教
育
を
受
け
さ
せ
て
い
た
。
そ

し
て
彼
が
さ
ら
に
成

長

す

る
と
、
テ
ネ
シ
ー
州

キ

ン
グ
ス
ト
ン
（５
）

（
ス
ま

場

一〇
Ｆ

弓
０
，〕
属

∽
り
Ｒ

）
に
あ

っ
た

自

人

の

学

校

へ
入

学

さ

せ

た

。

チ

ェ

ロ
キ

ー

族

で

あ

り

な

が

ら

自

人

と

し

て

の
教

育

を

受

け

た

た

め（６
）

か
、
彼
は
部
族
の
言
葉
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
が
チ
ェ
ロ
キ
ー
語
を
流
暢
に
使
い
こ
な
し
た
と
い
う
記
録
は
残

っ

て
い
な
い
。
そ
の
反
面
、
英
語
は
非
常
に
堪
能
で
あ

っ
た
。

成
人
す
る
と
、　
ロ
ス
は
部
族
の
政
治
に
徐
々
に
係
わ

っ
て
行
く

一

方
、
活
発
な
商
業
活
動
を
展
開
し
た
。
彼
は
学
校
を
終
え
た
後
、
し

ば
ら
く
の
間
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
留
ま

っ
て
、
白
人
の
経
営
す
る
商
店

で
働
き
商
人
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
そ
し
て
チ
ェ
ロ
キ
ー

族
の
許

全
反
っ
た
後
、
テ
ネ
シ
ー
川
の
南
岸
、
現
在
の
チ
ャ
タ
メ
ー

ガ
附
近
に
船
着
場
を
開
設
し
、渡
し
船
や
倉
庫
を
使

っ
た
商
売
を
、
ハ
ロ

衆
国
政
府
や
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
を
相
手
に
行
な

っ
た
。
彼
の
開
設
し
た

船
着
場
は
Ｐ
ス
の
船
着
場

（刃
ｏ
∽∽
が
い
い
＆

Ｊ
じ

と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
か
ら
オ
ー
ガ
ス
タ
ヘ
通
じ
る
合
衆
国

の
タ
ー
ン
ガ
ン
ク
を
通
行
す
る
旅
人
が
よ
く
立
ち
寄
る
宿
場

へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
ロ
ス
は
、商
売
の
他
に
、
当
時
の
混
血
部
族
民
を
中
心
と
す

る
裕
福
な
人
々
の
例
に
漏
れ
ず
、
土
地
の
改
長
に
力
を
入
れ
た
。
チ

ェ
ロ
キ
ー
族
は
土
地
を
共
有
財
産
と
法
律
で
規
定
し
て
は
い
た
が
、

他
人
が
使
用
し
て
い
な
い
土
地
に
関
し
て
、
部
族
民
各
個
人
は
自
由

に
開
墾
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
金
と
労
働
力

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

に
余
裕
が
あ
る
者
、
特
に
黒
人
奴
隷
を
多
数
所
有
し
て
い
る
者
は
、

大
き
な
農
園
を
開
く
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。　
ロ
ス
が
経

営
し
て
い
た
農
国
の
規
模
と
し
て
、　
一
八
三
六
年

一
二
月
に
強
制
移

任
に
関
連
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
が
実
施
し
た
財
産
査
定
に
、
お
お
よ

そ
以
下
の
よ
う
な
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

開
墾
済
み
の
農
地

一
六
五

エ
ー
カ
ー
、
柵
で
囲
い
を
し
た
未
開
墾

地

一
一
〇

エ
ー
カ
ー
、
開
墾
、
未
開
墾
の
表
示
が
な
い
農
地
五

エ
ー

カ
ー
、
そ
し
て
綱
で
囲
い
を
し
た
わ
ず
か
の
林
。　
一
七
〇
本
の
桃
、

三
四
本
の
格
子
、
九
本
の
梨
、
五
本
の
マ
ル
メ
ロ
、
五
本
の
プ
ラ
ム
。

煉
瓦
の
煙
突
、
四
ケ
所
の
暖
炉
、
二
〇
枚
の
ガ
ラ
ス
窓
を
持
つ
木
造

三
階
建
て
の
家
が

一
棟
、　
台
所
、　
作
業
小
屋
、　
原
製
小
屋
が
各

一

棟
、
奴
隷
小
屋
三
棟
、
穀
物
倉
庫
二
棟
、
家
畜
小
屋
三
棟
、
離
れ

一

棟
。

（
そ
挽
て
、
こ
れ
ら
全
体
の
評
価
額
は
、
六
、　
一
Ｏ
①
ド
ル
あ
ま

り
だ

っ
た
。

こ
の
時
調
査
さ
れ
た
農
園
は
、　
ロ
ス
の
本
拠
地
で
あ
る
ヘ
ッ
ド

・

オ
ブ

・
コ
ー
サ
（Ｅ
思
↑
亀

ｏ
８
のじ
、
現
在
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

ロ
ー

ム
附
近
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
額

に
前
述
し
た
船
着

場
関
係
や
現
在
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
域
以
外
に
あ

っ
た
財
産
を
加
え
る

と
、
彼
の
所
有
し
て
い
た
全
財
産
は
、
二
三
、
○
○
○
ド
ル
あ
ま
り

（
１０
）

に
の
ぼ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
財
産
に
よ
っ
て
ロ
ス
は
、
当
時
の
チ
ェ
Ｐ

キ
ー
族
で
、
最
も
裕
福
な
部
族
民
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
い

か
に
部
族
に
お
い
て

「文
明
化
」
が
進
展
し
、
部
族
民
の
間
に
農
業
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が
浸
透
し
つ
つ
あ

つ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
人
々
が
平
均
二
？
三

エ

ー
静
「
の
土
地
を
耕
し
な
が
ら
生
存
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
送

っ
て
い

儀
却
叫
ｆ
〕
韓
姉
帥
ル
擁
粕
俵
咋
勅
寡
秒
暉
玖
靭
蟻
嘘
鞭
【
韓
の ヵミ
的

の
と
は
掛
け
離
れ
た
も
の
だ

っ
た
。　
ロ
ス
は
チ
エ
ロ
キ
ー
族
と
い
う

ょ
り
は
、
は
る
か
に
南
部
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
近
い
生
活
を
送

っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
は
じ
め
の
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族
に
お
い
て
は
、
よ
り
積
極
的

に
白
人
文
明
を
受
容
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
成
功
す
る
上
で
の
前
提

条
件
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
部
族
の
政
治
に
お
い

て
も
同
様
で
あ

っ
た
。

ロ
ス
と
同
時
代
に
活
躍
し
て
い
た
メ
イ
ジ
ャ

ー

・
リ
ッ
ジ
、
ジ
ョ
ン
・
リ
ッ
ジ
父
子

（Ｉ
伸
」ｑ

静
甘
ｒ
常
雰
０
婦
）

を
は
じ
め
と
す
る
有
力
な
指
導
者
た
ち
の
多
く
も
、
部
族
の
中
で
最

も

「
文
明
化
」
し
た
人
々
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
内
多
く
の
者
は
、
自

身
が
混
血
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
う
で
な
い
場
合
も
自
人
と
の
結
婚
を

し
て
お
り
、
そ
の
生
活
環
境
も

ロ
ス
と
大
同
小
異
で
あ

っ
た
。
あ
ず

か
の
間
に
急
速
に
展
開
さ
れ
た
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族
の

「文
明
化
」
は
、

彼
ら
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
な
し
に
は
実
現
不
可
能
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ

ぇ
、
も
し
こ
の
当
時
部
族
の
中
で
政
治
的
な
発
言
権
を
強
め
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
率
先
し
て
自
人
文
明
を
受
容
す
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
点

Ｐ
ス
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
か
な
り
恵
ま
れ
た
条

件
を
持

っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

Ｆ
ス
が
本
格
的
に
政
治
の
表
舞
台
で
活
躍
し
始
め
る
の
は
、　
一
八

一
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
当
時
の
大
族
長
パ
ス
・
キ
ラ
ー

（円
や
命デ

パ
登
ｑ
）
が
、
ク
リ
ー
ク
戦
争
中
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
が
不
当

に
被

っ
た
損
害
に
つ
い
て
合
衆
国
政
府
と
補
償
交
渉
を
さ
せ
る
た
め
、

部
族
の
代
表
団
を
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
派
遣
し
た
時
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の

謝
荘
晦
効
巾
佛
キ
豹
、つ（球
壕
却
巾
坤
束
印
ヽ一
急
頻
弗
確
貯
の
離
卵
小

上
で
彼
が
担

っ
た
役
割
が
、
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
特
に
新
し
い
条
約
を
合
衆
国
と
の
間
で
作
成
す
る
際
、
彼
の

英
語
力
は
不
可
欠
な
も
の
だ

っ
た
。
こ
れ
以
降
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
が

外
交
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
代
表
国
を
派
遣
す
る
よ
う
な
場
合
、

或
い
は
大
統
領
や
陸
軍
長
官
宛
て
に
書
簡
を
送
付
す
る
よ
う
な
場
合
、

ロ
ス
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
行
く
。
合
衆
国
政
府
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
政
策
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
以
東
の
全
部
族
を
強
制
的
に
排

除
す
る
と
い
う
方
向
へ
急
傾
斜
し
て
い
き
、
周
辺
の
高
部
諸
州
と
チ

ェ
ぼ
キ
ー
族
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
で
中ヽ
、
彼
の
立
場
は
部
族
の
政

治
に
お
い
て
相
対
的
に
重
要
度
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ス
の
政
治
分
野
に
お
け
る
活
躍
は
、
外
交
面
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
内
政
面
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
彼
は

一
八

一
八
年

一
一
月
に
、
二
八
歳
の
若
さ
で
当
時
の
部
族
の
最
高
意
志
決
定
機
関

で
あ

っ
た
国
民
会
議

（津
①
Ｚ
ゆ
付中ｏ
Ｊ
と

の
ｏ
●
思
じ

に
よ
っ
て
前
年

二
月
に
新
設
さ
れ
た
国
民
委
員
会

（身
の
Ｚ
い
一【ｏ
”
出

Ｏ
ｏ
ヨ
日
吾
溜
）

の
委
員
長
に
就
任
し
て
以
降
、
次

々
と
部
族
の
要
職
を
歴
任
し
て
い

っ
た
。
そ
も
そ
も
国
民
委
員
会
は
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
外
交
問
題
を

専
門
に
処
理
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ

っ
た
た
め
、　
ロ
ス

の
よ
う
に
自
人
の
学
校
で
教
育
を
受
け
、
英
語
が
堪
能
な
者
が
委
員

長
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
然
な
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
、
国
民

委
員
会
が
、　
一
八
二
三
年
か
ら
外
交
問
題
に
対
す
る
決
定
権
だ
け
で

な
く
、
国
民
会
議
で
決
定
さ
れ
た
全
て
の
議
題
を
再
検
討
し
、
そ
れ

に
承
認
を
与
え
る
と
い
う
上
院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な

艶
及
ば
療
和
毎
囃
壕
舶
、つ

↑
い
中
持
「
難
ゆ
齢
樺
韓
範
坤
い
窃
熟
宰

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、　
一
八
二
八
年
ま
で
こ
の
職
に
留
ま
り

続
け
た

ロ
ス
が
、

「
文
明
化
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
実
力
者
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
政
治
機
構
に
お
け
る
権
力
構
造
の
転
換
を
指
揮
し

て
い
っ
た
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
外
交
面
に
お
け
る

彼
の
活
躍
が
、
内
政
面
に
お
け
る
発
言
力
を
も
強
め
る
こ
と
と
な

っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
八
二
七
年

一
月
に
は
、
長
ら
く
チ

ェ
ロ
キ
ー
族
の
大
族
長
を
務

め
て
い
た
パ
ス
・
キ
ラ
ー
と
副
大
族
長
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ヒ
ッ
ク
ス

（Ｑ
Ｐ電
中の
の
工
一津
じ

が
相
次
い
で
死
亡
し
た
。
そ
の
結
果
大
族
長

に
は
新
た
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ッ
ク
ス

（メぎ
Ｆ
伊
日

■
一許
じ

が
、

そ
し
て
副

大

族

長
に
は
ロ
ス
が
選
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
の

七
月
に
憲
法
制
定
会
議
が
召
集
さ
れ
る
と
、　
ロ
ス
は

チ

カ

マ
ウ
ガ

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

（（的
ｆ
酔
い
Ｓ
い
。
轡
）
地
方
の
代
表
と
し
て
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出

さ
れ
、
最
終
的
に
議
長
に
就
任
し
て
い
る
。
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族
に
お
け

る
政
治
分
野
の

「文
明
化
」
に
と

っ
て
結
仕
上
げ
と
も
言
え
る
憲
法

の
作
成
も
、　
ロ
ス
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
実

は
、
新
し
い
政
治
機
構
を
確
立
す
る
上
で
、
彼
が
い
か
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
を
暗
示
し
て
い
る
。

」

継
製

顎

鈍

碑
新

的
抗

蝶

窃

躍

朔

鰈

務

選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
つ
い
に
ロ
ス
は
圧
倒
的

な
支
持
を
背
景
に
大
族
長
に
選
出
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。
こ
れ
以
後
彼

は
、
名
実
共
に
部
族
民
の
代
表
と
し
て
、
合
衆
国
政
府
の
強
制
移
任

政
策
に
対
す
る
抵
抗
を
指
揮
し
続
け
て
い
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
対
し
、

ほ
と
ん
ど
の
部
族
民
も
最
後
ま
で
ロ
ス
を
支
持
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な

か
っ
た
。
彼
ら
は
、
い
よ
い
よ
強
制
移
任
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と

娩
時
”
榔
聴
つ で
温
ゲ
ф
あ
（ス紗
靴
示
が
あ
る
ま
で
故
郷
を
立
ち
去
ろ
う

一証

（
１
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｇ

・
マ
ク
ラ
フ
リ
ン
は
、　
そ
の
研
究
の
中
で
、
チ
エ

ロ
キ
ー
族
の

「
文
明
化
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
六
つ
の
主
要
な

分
野
に
分
類
し
て
い
る
。
　
一
、
毛
皮
交
易
か
ら
農
業
へ
の
経
済
的
変
化

（
こ
れ
に
は
奴
隷
所
有
や
商
業
活
動
に
よ
っ
て
利
益
を
上
げ
る
エ
リ
ー

ト
の
出
現
も
含
む
）
。
二
、
家
族
の
役
割
と
親
族
体
系
の
変
化

（特
に
共
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同
体
的
協
力
関
係
か
ら
個
人
主
義
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

氏
族
制
か
ら
核
家
族
制

へ
の
転
換
）
。
〓
一、
社
会
の
構
成
と
倫
理
観
の
変

化

（親
切
、
協
調
と
い
っ
た
倫
理
の
低
下
、　
父
系
相
続
を
通
じ
た
個
人

財
産
の
蓄
積
、
階
層
と
教
育
水
準
に
お
け
る
格
差
の
拡
大
）
。
四
、
政
治

的
変
化

（権
力
の
集
中
と
部
族
の
法
律
を
施
行
さ
せ
る
た
め
の
裁
判
所
、

警
察
の
設
立
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
二
院
制
議
会
を
核
と
す
る
政
治
体

制
の
確
立
）
。
五
ど
不
教
的
変
化
曾
イ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
よ
る
宗
教
的
多

元
状
態

へ
の
転
換
）
。
六
、
口
述
に
よ
る
伝
達
か
ら
文
字
に
よ
る
伝
達

へ

の

変

化

。
　

電

二

Ｆ
ヨ

　

ｏ
・
〓

ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
∞
工

中Ｐ

Ｑ
き

き

さ

Ｓ

ヽ

ミヽ

ミ

チ

し
Ｃヽ
ヽ
ヽ
ヽ

もヽ
』
ヤ　
　
に
ヽ
∽
も
‐
汽
∞
的
も
）
　
ウ
４
０
ヨ
　ヽ
　
申
白
い
く
Ｏ
”
一　
　
潔
【い
一①
　
　
戸
】
ヨ
中
く
①
ヽ
の
一一
】

句
，
①
の
Ｐ
　
中
ｏ
∞
卜
）
的

勢

（
２

）
　

ゥ忌
●
Ｆ
ｏ
宮
∞
す
一」，
　
Ｄ
ヽ
い
　
Ｏ
Ｏ
ｂ
り
●
Ｆ
　
虫
卜
▼　
ｓ
ヽ
　
ｏ
」
ヽ
】
●
●
　
Ｏ
『
∞
‐
『
〇
即

（
３

）

一Ｋ

ｏ
ュ

Ｓ

Ｐ

ヽ
ｓ
ご

卜
為
，

コ

Ｑ
ヽ
も
・ヽＧ
ト
ミ

Ｑ
ヽ
ヽ
卜

均
や

や
‐
仰

（
４
）

チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
親
族
体
系

（汗
ま
浄
３

のあ
石
ヨ
）
に
つ
い
て
は
、

「
巳
Ｐ，

円
・
刃
ｏ
こ

】
卜

い
へ中さ

も
ヽ

悦
き

ｏ
ミ
・

や

きヽ

ヽ
ヽ
ヽ
き

ヽ

い
ヽ
運

や
ヽ

ヽ
、
も

Ｑ
ヽ
母
，Ｇ
ホ
ｓ
ｓ
　

与
‘や
ヽ
き
ド

　
２
９
く
　
く
ｏ
【
汗
”　
Ｚ
●
〓

く
ｏ
】
汗
　

Ｃ
Ｄ
■

ｏ
あ

【市
】

や

思
のり）
岸喝
ｐ

増
や
獣
よ
∞
参
照
。

（
５
）

，蚕
ｏ
生
８
Ｐ

ヽ
Ｑ
ご
ヽ
片
，
ヤ

Ｑ
き
Ｇヽ卜
へも
Ｑ
ヽ
き
卜

●
ｐ

（
６
）

ロ
ス
自
身
、
チ
エ
ロ
キ
ー
語
を
言
く
こ
と
が
不
得
意
で
あ
る
こ
と
を
、

部
族
の
有
力
な
指
導
者
の

一
人
ジ
ョ
ー
ジ

・
ロ
ウ
リ
ィ
に
対
す
る
手
紙

の

中

で

述

べ

て

い

る

。

『
ｏ

０
８

温

①
Ｆ
Ｏ
く
る

苫

ｏ
命
↑
ｏ
汀

【

合

ヽ
一
Ｒ

さ

Ｖ

岸
∞
ω
ド
　
】・
　
Ｏ
ｐ
，
】

口
・　
ウく【
ｏ
こ
一一
ｏ
●
】

ｏ
毎

】

申
ざ
も

母ヽ
【ヽ

Ｓ
，』

０
ヽ

Ｑ
、
や
ヽ

【き

ご

中　
力
，

ヤ
　

Ｚ
ｏ
】
ヨ

Ｄ
”
”　

Ｃ
ユ

て
ｑ

４
一く
　
ｏ
【
　
Ｏ
Ｅ

Ｌ
Ｓ

Ｂ

伸
　
円
る

協

）

【
潔

ｐ

く
単

ｒ

，

ｏ
さ

六

以

下

民

ｏ
ュ

一３

】
＆

↓

ヽ
）ミ
〉
や

ちヽ

と

略

す

。
）

（
７

）

民

２

Ｆ

Ｆ

き

ぎ

力
Ｇ
諄

Ｑ
き

さ

ホ
ミ

Ｑ
ま

ミ

毛

い

（
８
）

（ヘト
ニ
■
下

ｏ
ｈ
句
，メ
ｏヽ

お
，
〔
甲
ＨＯ
く
ｏ
ｏい
〓
ｏ
句
ユ
，
ユ
」
ｏ　
げ
く
　
モ
】】討
す

↑ｒ
ｏ　
Ｏ
コ
①】Ｌ
る
ｏ　
Ｚ
出
す
ｏ
　
∽
す
と
一　
口
①　
Ｏ
ｏ
くｏ，ｓ
ｏは
い　
ｏ
ｈ　
】
Ｆ
ｏ
①
一ｐ

中
∞
Ｎ
ｐ

こ

≡
Ｐ
　
丹
ｏ
，
停
伸
【
〔

∽
官

ご
Ｅ

い
貿

ｒ
　
ヽ
き

もヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ

Ｌ
ヽ
平

持
者

Ｑ
ヽ
母

‐ヽ

爵

ミ

い
ミ
ど

ふ

・Ｇ
ミ

Ｑ
き

ヽ

き

い
ｏ
ミ
革

】
Ｚ

ｑ

Ｂ

営

一
Ｃ

ユ

お

ヽ
の
【
ギ

Ｏ
応

〇
ド
【い
，
９
Ｊ
い

円
】
①
∽
Ｐ
　
】
ｃ
Ｎ
ｐ

●

時
中
ｐ

（
９

）

埼
ヽ
ｏ
Ｏ
母

ギ

＞
や
や
【
単
督

Ｆ
　
Ｕ
８

ｏ
ヨ

げ
ｑ

　
中
ｐ
　
中
∞
い
ｐ

【，

メ
【
ｏ
ユ

Ｓ

Ｐ

め
毎
≡
　
、
一）ゃ
、
べ
、
“
　ヽ
く
Ｏ
ｒ
岸
】

ｏ
〕
　
卜
０
０
‐
卜
Ｏ
Ｏ

（
１０

）
　

Ｑ

Ｊ

【
呂

葛
ｏ
鳴
　

句
ｏ
鳴
の
Ｏ
ｐ
ｐ
】

い
”
は

『
【
Ｏ
ｏ
①
二

】

∪

営

ｏ
い
∞
ｏ
Ｐ

い
ゃ

●
【

虫
Ｆ
一
く

（●
淳
い
い
い●
い
）
】
【∞
ド
〇
】
ヽ
Ｓ
ミヽ
ｔ
　
く
ｏ
ｒ
や
】
】
均
　
り
０
‐０
０

（
１１
）
　
ウく【ｏＦ
ｏ
●
∞
す
中，淳
　
や
，
い
　
Ｏ
Ｏ
ヨ
のＯｒ
　
】
車
】
ｓヽ

　
ヽ
持
せ
ｏ
ｏ
∞
ｏ
い
弓
一思
い
い

句
①】毎
，
ｐ
ヘヘ刃
所
一ｏ
∞
【ヽ
９
日

付Ｊ
①
＞
４
〕①
の
”　
哨
ざ
§
Ｑ
ヽ
Ｓ
Ｇヽ
ホ
ミ
ミ
ヽ
き
ｓ
ｓ
ヽ
＆ヽ

い
り
い
ｐ
田
市，
い
ｏ
す
チ
いｏ
ユ
Ｏ
Ｄ
【
の
ｏ
●
●ヽｐ
ｔ
的
ヽヽ
ヽ
ｏ
革
矛
』Ｇ
ｋヽ
▼　
や
卜
（一〇
ミ
『
Ｙ

●
や
岸
ｒ

（
・２
）

メタヽ
】中【Ｈ
ヨ

Ｑ
　
寓
命Ｆ
ｏ
・
∞
〓
３
】
哨
革
ミ
Ｑ
卜
や
ｓヽ
ヽ
も
ヽ
Ｑ
き
，
ヽ
も
ミ
ヽ
母

ヽ
ヂ
』や
】
』
ｏ
ヽ
　
ヽヽ
ミ　
晩
Ｇ
ミ
まヽ
へへ串しヽ
や
ヽ
ヽ
　
き
ミヽ
津
ミ
Ｐヽ
　
ヽ
Ｎ
い
も
‐に
∞も
ヽ
】
句
【
【停
ｏｏ
・

一〇
串
”　
　
均
ｆ
【ｏ
ｏ
Ｏ
ｔＯ
Ｓ
　
　
Ｃ
，
中く
Ｏヽ
の中付】
　
　
『
ギ
０
ののヽ
　
　
】０
∞
Ｏ
】
　
や
●
　
や
卜
∞
‐や
卜〇
）

一ｐ
げ
一①　
∞

（
‐３
》

チ

エ
ロ
キ
ー
族
の
有
力
者
の
生
活
の
実
態
と

奴
隷
制
に
つ
い
て
は
富

日
、
前
掲
書
、　
ご

〓
二
十

一
三
〇
貢
を
参
照
。

ま
た
リ
ッ
ジ

一
族
に
関

し

て

は

、
弓
ず
電

ヨ

営

メ
ぎ

汗

【，

】
Ｑ
き

路

尽

哨
さ

い
ヽ
ミ
▼

Ｈ
き

晩
Ｓ

Ｃ

ミ

革き

力
へヽ時
ヽ
や
ヽヽ
ミ
せ

ヽ
ミヽ

単
も
じ

らヽ
」ヽ
中ヽミ

思ヽ

ミ

ヽ
き
Ｓ

いヽ

ウ
４
０
を
く
　

一ヽ

Ｏ
【
庁

¨
　

ウ
く
【
伊
命
Ｏ
Ｌ

Ｅ

Ｄ
Ｆ
）
　

【
０
「
〇

一
　

や

ｏ
い

　

■
０
く
　
　
ｏ
α
≡
　
ツ
「
Ｏ
【
，
つ
い
ｏ

一

Ｃ
，
【志
【浄
】
風

ｏ
汀
一卜
ｏ
ヨ
脚
甲
ｏ
ｙ

】盟
ｏ
が
詳
し
い
。

（
‐４
）

思
ｇ
中一目
】
き
き
ヽ
力
ｏ
Ｆ

Ｑ
き
き
さ
ヽ
Ｑ
章
ミ
一
ｏ
Ｐ
Ｓ
占
ｐ

こ
の

代
表
団
を
構
成
し
て
い
た
六
名
の
内
、　
ロ
ス
以
外
の
人
々
は
、
交
渉
中

取
り
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
、
署
名
の
代
わ
り
に
Ｘ
印
を
記
入
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
話
す
能
力
は
と
も
か
く
、

書
く
能
力
が
十
分
で

-94 --ヽ 95 -一

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
貫
ｏ
●
一Ｓ
Ｐ

＆
≡
ヽ
ヽ
ヽ
ｓ
，コ

さ
ｒ
ｒ

や
し
も
≡
彗

参
照
。

（
‐５

）
　

刃
中の
一】
い
ヽ
阜

『
●
】
４
命
ｏ
）
「
，
〉
合
問
い
ヽ
中
く
　
ワ
一【ｏ
●
市
め
の
コ
一
ｒ
，
Ｏ
ｏ
申
付
ば
ヽ
】
　
〇
す
ｏ
，

，
０
戸
の
Ｏ
　
句
Ｏ
ｒ
キ
一●
ｐ
一
　
の
手
∞
Ｄ
■
【Ｎ
い
↑
車Ｏ
ｏ
一
）

」■
　
】∪
Ｆ
Ｄ
Ｈ
Ｏ
　
】Ｈ
　
次
Ｆ
ｏ
∞
）
ｏ
Ｏ
こ

『
ヽ
へ
　
Ｑ
芋
母

ｓヽ
ヽ
も
も
　
単
『ミ
津
ヽヽ

　
ン
ざ
ヽ
ｏ
モヽ
　
ト

　
哨

卜ヽＧ
卜ヽけ
、
も
ミ
　
ト
単
魚
魯
Ｃ

】

申〈
じ
ｏ
イ
く
と
一０
一
「Ｌ
，
一く
①
【∽≡
く　
ｏ
も　
、句
ｏ
Ｆ
，
ｏ
りのＯＯ　
句
【●
りの】
【ｏ
『
Ｃ
】
●
　
岸〇
り

（
‐６
）
　
与イ「ミ
もウ
】
ョ
、も
もヽ

ｋヽ
カ
ミに
チ
Ｓヽ
】ヽ
】
再
中
①
ｏ
。
一∞
時
が
　
く
Ｏ
ｒ
∞
ド
　
ｏ
い
０
り

（
‐７
）

一
八
二
七
年

七
月

に
制
定

さ
れ
た
チ
エ
ロ
キ
ー

憲
法

の
原
文
は
、

ヽ
ト
ミ
　
ン
もヽ
やｃ
　
卜
ヽヽ
ミ
ヽヽ
予
（ヽ
ヽ
　
晩
津
ミ
ｓ
ヽ
ざ
ヽ
や
、匂
」
中

ミヽ
ヽヽ
ヽ

ゝ
よ
群
革
・ヽＰ

【
ω

て
〇
一″
】
ンＰｒ
ｒ
Ｆ
一，
∞
いｏ
，
一
∽
の
す
〇
一Ｄ
】
】
力
①
∽
Ｏ
・
】
命
ｏ
の
】
【
０
「
ゃ
　ヽ
く
Ｏ
ｒ
Ｃ
】
や
や

い〇
‐
】〇
】
∽
■ヽ】命汗
一い
〕
阜
】
Ｑにド
　
ら
卜ヽ
】
●
ｏ
　
や
や
ヽ
１時
のＯ　夫
“
階
小。

（‐８
）

差思
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
最
高

意
志

決
定
機

関
。
上
院
に
あ
た
る
国

民
委
員
会
と
下
院
に
あ
た
る
国
民
会
議
を
合
間

し
た
全
体
会
議
で
、
大
族
長
の
選
出
、
法
律
の
制
定
及
び
条
約
の
作
成

の
権
限
を
有
し
て
い
た
。
留
【，一津
Ｆ
】Ｐ

やヽ

単
■

ｏ
甲
遥
留
穏
ｐ

（
‐９
）

チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
移
住
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｓ
８

ｏ
，
電
８
啓

！
く
”
【
住
】

『
２ヽ
中
ミ

〔
一ヽ

も
ヽ
ヽ
Ｃ
卜
に
も
し
も　
り
４
０
【
”
〕
や
”

中　
律
「
再
オ
く
め
ヽ
∽
】
一
】

Ｏ
ヽ
　
∩
）
汗

】
い
ｒ
Ｏ
Ｓ

ｐ

■
，
①
∽
の
）
【
ｏ
●
∞
】
Ｃ
ｒ
ｐ
も
●ヽ
，　
】
ｏ
〕
，ぞ
【〇
●
ド
ｏ
・
】
Ｌ
Ｑ
ヽ
ヽ
　
片
一Ｑ
ち
ち
】

●
「卜
も
ヽ
Ｇ
卜
ヽ
も

Ｑ
章
ヘト

ヽ
甲

醤

Ｌ
Ｐ

キ
電

≧
【≡
Ｐ

Ｇ
ヽ

ユ
■

命
汀

軍
ｑ

淳
∞
等

を
参

照
。

二
、
伝
統
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
は
、　
一
八
二
八
年
に
大
族
長
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
、

そ
の
後

一
八
六
六
年
に
死
亡
す
る
ま
で
約
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
そ

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
）

の
職
に
再
選
さ
れ
続
け
た
。
も
し
も

ロ
ス
の
大
族
長
就
任
が
、
当
時

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
を
取
り
巻
い
て
い
た
厳
し
い
外
部
世
界
の
環
境
と
、

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
部
族
が
採
一用
し
た

「文
明
化
」
と
い
う
な

抗
手
段
が
生
み
出
し
た

一
時
的
な
情
況
の
産
物
で
あ

っ
た
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
在
職
期
間
は
長
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

独
鞭
岬
ぃ
追 っ
ぉ
【
的
韓
坑
ヤ
癖
十
つ（ 、曽
「
抑
ウ
殉
も
「印
紳
菊
屯
つ
晴
鳴

ト
ン
の

「
た
だ

一
つ
否
定
で
き
な
い
こ
と
は
、
彼
の
最
大
の
忠
節
が

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
花
」
と
い
う
も
の
に

至
る
ま
で
、
お
お
む
ね
ロ
ス
個
人
の
人
格
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
で
、

そ
の
理
由
も
説
明
で
き
る
と
さ
れ
て
き
た
た
め
か
、
あ
ま
り
問
題
と

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
伝
統
的
な
価

値
基
準
に
照
ら
し
て
み
た
時
、
彼
が
い
か
な
る
指
導
者
と
し
て
部
族

民
の
目
に
映

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
観
点
は
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
大
族
長
に
選
出
さ
れ
、
非
常
に
長
期

に
わ
た
っ
て
部
族
民
に
支
持
さ
れ
続
け
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
に
チ

ェ
ロ
キ
ー
族
の
指
導
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
属
性
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ロ
ス
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の

「文
明
化
」
を

象
徴
す
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
白
人
の
流
儀
に

精
通
し
て
い
た
た
め
、　
一
般
の
部
族
民
に
と
っ
て
、
し
ば
し
ば
不
可

解
な
白
人
と
の
交
渉
を
、
上
手
く
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々



強
制
移
住
政
策
下
の
チ
エ
ロ
キ
ー
族

（佐
藤
）

に
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、白
人
文

明
を
急
速
に
受
容
し
て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
の
一
般
の
部
族
民
が
、

伝
統
的
な
生
活
習
慣
や
文
化
に
依
然
と
し
て
固
執
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
示
す
記
録
も
、
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
石
”
も
し
ロ
ス
が
ヽ

当
時
人
日
の
約
七
五
％
を
占
め
て
い
た
純
血
の
部
族
民
か
ら
支
持
を

獲
得
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

「文
明
化
」
の
唱
導
者
と
し
て
の
属

性
と
同
時
に
、
伝
統
的
な
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
族
長
が
保
持
し
て
い
た

属
性
も
有
し
て
い
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
世
紀
以
前
に
お
け
る
チ
ェ
Ｆ
キ
ー
族
の
政
治
は
、
六
①
あ
ま

り
に
及
ぶ
集
落
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
各

集
落
は
、
そ
の
評
議
会
を
通
じ
て
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
様

々
な
問

題
を
処
理
す
る
裁
定
を
行
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
集
落

に
お
い
て
も
、
恒
久
的
で
強
制
力
を
持

っ
た
支
配
者
は
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
。
評
議
会

へ
出
席
す
る
代
表
者
は
、
そ
の
人
物
に
対
す
る

周
囲
の
人
々
、
そ
し
て
部
族
全
体
に
お
け
る
評
判
を
基
準
に
し
て
選

出
さ
れ
て
い
た
。
評
議
会
に
お
い
て
は
、
参
加
者
は
誰
で
も
討
議
さ

れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
評
議
会
の

会
場
か
ら
退
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
決
定
に
参
加
し
な
い
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形

成
し
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
処
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多

く
の
集
落
の
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
で
あ
る
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
全
体
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
の
集
落
も
、
他
の
集
落
に
対
し
て

支
配
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ（屯
。

各
集
落
に
お
け
る
族
長
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
伝
統
的
に

二
重
構
造
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
二
重
構
造
は
、

「赤
い
職
務
と
白

い
職
務
」

合
汀

刃
＆
ｔ
市Ｄ
粋

ｐ
＆

”汀

ヨく
Ｆ
【↓↑
付ｐ
粋
）
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
人
類
学
者

フ
レ
ッ
ド

・
ギ
ア
リ
ン
グ
は
、
そ
の
研
究
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「跡
い
職
務
、
つ
ま
り
戦
争
、
外
国
勢
力
と
の
交
渉
、
ボ
ー
ル

・

ゲ
ー
ム
な
ど
は
、
集
落
の
戦
時
族
長
の
下
に
形
成
さ
れ
た
戦
士
た
ち

の
組
織
の
統
率
に
よ

っ
て
調
整
さ
れ
て
い
た
。
白
い
職
務
、

つ
ま
り

儀
式
、評
議
会
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
農
耕
な
ど
は
、
集
落
に
お
け
る
調

和
の
象
徴
で
あ
り
、
同
時
に
主
に
そ
の
調
和
を
創
り
出
し
て
い
た
神

官
的
族
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ（た
の
老
人

難つちつ諺襲劫旋韓時撃帥成された自発的なコンセンサスに

赤
い
職
務
を
担
う
族
長
の
地
位
に
は
、
通
常
危
機
的
な
状
況
が
出

現
し
た
時
、
ま
た
は
戦
争
の
際
、戦
士
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
年
齢
の
若

い
人
物
が
つ
い
た
。
こ
の
族
長
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
臨
時
の
存
在
で

あ
り
、
恒
久
的
に
権
力
を
有
し
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の

選
出
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
軍
事
行
動
に
お
け
る
成
功
、
不
成
功
の

経
歴
が
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
若
者
は
、
全
て

戦
士
と
な
り
、
戦
士
団
を
形
成
し
て
い
た
が
、
赤
い
職
務
の
族
長
は
、

そ
の
戦
士
団
を
戦
場
で
統
率
す
る
必
要
か
ら
、
他
者
に
対
し
て
威
圧

的
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
決
断
力
の
有
る
人
物
が
選
出
さ
れ

た
。
時
と
し
て
、
選
ば
れ
た
人
物
は
、
自
己
中
心
的
な
性
格
の
者
で

あ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、　
一
般
的
に
言
っ
て
赤
い
職
務
の
族
長
は
、

集
落
全
体
か
ら
勇
者
と
し
て
の
尊
敬
を
集
め
、
時
に
は
物
質
的
な
報

劉
時
中
離
取
家
徳
中
ぜ
れ
わ
巾
ヤ
巾
庁
競

つ で
ギ
靴
ら
は
部
族
民
か
ら

一
方
白
い
職
務
は
、
平
時
に
お
け
る
集
国
内
部
の
意
見
を
調
整
す

る
役
割
と
し
て
、
通
常
長
い
人
生
経
験
を
持

つ
年
長
者
に
よ
っ
て
担

わ
れ
た
。
元
来
意
見
の
対
立
を
嫌
は

、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
非
常
に
重
視

す
る
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
と

っ
て
、
白
い
職
務
を
担
う
族
長
は
重
要
な

存
在
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
影
響
力
は
、
通
常
赤
い
職
務
を
担

っ
た

族
長
た
ち
よ
り
も
大
き
い
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
白
い
職
務
の
族

長
に
は
忍
耐
力
、節
度
、
そ
し
て
他
者
の
意
向
に
対
す
る
感
受
性
を
有

し
た
人
物
が
選
ば
れ
た
。
一言
わ
ば
白
い
職
務
の
族
長
は
、
チ
ェ
ロ
キ
ー

族
に
お
い
て
美
徳
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
体
現
す
る
存
在
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
習
駆
愛
の
人
々
」
（津
①
Ｋ
ｏ
りＴ
汗
】ｏ
応
“

玉
ｏ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
、
部
族
民
に
心
の
底
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
。

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
お
け
る
伝
統
的
な
族
長
の
選
出
過
程
は
、
赤
い

職
務
を
担
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
白
い
職
務
を
担
う
も
の
で
あ
ろ
う

と
、
お
お
む
ね
民
主
的
な
も
の
だ

っ
た
。
基
本
的
に
、
集
団
の
構
成

員
な
ら
ば
、
誰
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

た
。
ま
た
、
部
族
内
の
特
定
の
血
族
集
団
或
い
は
個
人
が
、
常
に
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
権
威
の
世

襲
も
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
族
長
は
、
純
粋
に
そ
の
人
物
が
示

（
し
鋲
い
た
能
力
や
資
質
を
判
断
基
準
と
し
て
選
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
部
族
民
が
族
長
の
選
出
に
及
ぼ
す
影
響
力
は
、
決

定
的
な
も
の
だ

っ
た
。
族
長
に
な
ろ
う
と
す
る
人
物
は
、
ま
ず
第

一

に
、
部
族
民
の
価
値
観
に
照
ら
し
て
、
好
ま
し
い
人
物
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

一
八
世
紀
の
後
半
に
な
り
、
自
人
と
の
武
力
衝
突
が
増
加
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
各
集
落
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
在
り
方
に
変
化
が
起
こ
り
始
め
た
。
平
時
に
お
い
て
は
、
各
集

落
が
独
自
に
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
発
生
す
る
問
題
を
、
白
い
職
務
を

担

っ
て
い
た
族
長
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
裁
決
し
て
い
た

の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
頻
発
す
る
白
人
と
の
戦
争
や
交
渉
の

機
会
が
、
赤
い
職
務
を
担

っ
て
い
た
族
長
た
ち
の
影
響
力
を
強
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
白
人
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
、
各
集
落

に
分
散
し
て
い
た
権
力
を
統
合
し
て
、
部
族
と
し
て
統

一
し
た
決
定

を
下
す
必
要
が
出
て
く
る
と
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま

っ
た
。

コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
を
重
視
す
る
白
い
職
務
の
族
長
た
ち
は
、
あ
る

程
度
強
制
力
を
行
使
し
て
、
反
対
者
を
服
従
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
各

集
落
の
統
合
に
は
、
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
赤

い
職
務
の
族
長
た
ち
は
、
軍
事
的
作
戦
行
動
に
お
い
て
戦
士
を
統
率
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強
制
移
住
政
策
下
の
チ
エ
Ｐ
キ
ー
族

（佐
藤
）

”
勇
カミ こ
卓
報
却
卯
ま

つ（
ぉ
〕
↓
反
対
者
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
と
る

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
こ
の
頃
か
ら
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
い
く
つ
か

の
集
落
に
よ
る

一
時
的
な
連
合
体
を
形
成
し
、
連
合
体
の
代
表
と
な

る
大
族
長
を
選
出
し
て
、
白
人
と
の
交
渉
に
あ
た
ら
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
白
人
の
側
は
、
そ
れ
ら
の
大
族
長
の
こ
と
を
、
白
人
の
概
念

で

「
君
主
」
と
受
け
と
め
た
が
、
実
際
の
彼
ら
に
は
、
白
人
の
君
主

が
持

っ
て
い
る
よ
う
な
強
大
な
権
力
は
無
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
選

出
さ
れ
た
大
族
長
た
ち
が
、
戦
時
に

一
時
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

得
る
赤
い
職
務
を
担
う
系
統
の
族
長
た
ち
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
は
、

容
易
に
想
像
が
つ
く
。

こ
の
よ
う
な
情
況
も
、　
一
八
世
紀
末
に
自
人
に
対
す
る
敗
北
が
決

定
的
と
な
る
と
、
再
び
変
化
が
訪
れ
た
。
自
人
と
の
戦
争
を
放
棄
し
、

平
和
的
に
共
存
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
赤
い

職
務
を
担

っ
て
い
た
戦
時
の
族
長
た
ち
の
影
響
力
は
弱
ま
り
、
そ
の

存
在
の
必
要
性
も
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

白
い
職
務
を
担

っ
て
い
た
平
時
の
族
長
た
ち
は
、
再
度
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
回
復
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
領
上
の
割
譲
に
よ
る

狩
猟
場
の
縮
少
に
よ

っ
て
農
業
生
産
に
対
す
る
依
存
が
高
ま

っ
た
こ

し
上
げ
的
ぃ
っ 職
鞠
焼
紳
え
京
【
車
萌
額
靴
ち
の
地
位
を
相
対
的
に
押

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
情
勢
の
展
開
に
よ
り
、
旧
来
の
伝
統
的

な
白
い
職
務
の
方
が
族
長
た
ち
の
仕
事
の
中
で
重
要
で
あ
る
と
は
言

え
な
く
な

っ
て
い
た
。
戦
争
こ
そ
停
止
し
て
は
い
た
が
、
合
衆
国
政

府
や
周
囲
の
白
人
社
会
と
の
交
渉
の
機
会
は
増
大
し
て
お
り
、
取
り

扱
う
問
題
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
小
さ
な
集
落
内
部
の
も
の
と
は
、

そ
の
影
響
の
大
き
さ
か
ら
し
て
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
も
の
と
な

っ

て
い
た
。
こ
の
時
期
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
、
明
ら
か
に
新
し
い
タ
イ
プ

の
指
導
者
を
必
要
と
し
て
い
た
。
特
に
、
部
族
全
体
を
統
轄
す
る
政

治
の
場
で
は
、
か
つ
て
の
赤
い
職
務
と
白
い
職
務
と
い
う
明
確
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
二
重
構
造
は
維
持
し
き
れ
な
く
な

っ
て
い
た
。　
一

九
世
紀
に
な

っ
て
以
降
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
が
部
族
全
体
の
代
表
と
し

て
再
度
新
た
に
設
置
し
た
大
族
長
と
い
う
役
職
は
、
新
し
い
指
導
者

像
を
具
現
化
す
る
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
新
し
い
大
族
長
は
、
基
本
的

に
は
白
い
職
務
を
担
う
平
時
の
族
長
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
は
い
た

が
蒙
劫
説
焼
窃
い
帥
卑
韓
麹

つ（
ぅ

岬
粕
の
族
長
の
資
賃
を
も
持
つ
こ
と

一
例
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
、　
一
九
世
紀
の
初
期
に
二
〇
年
あ
ま

り
に
わ
た
っ
て
大
族
長
の
地
位
に
あ

っ
た
パ
ス
・
キ
ラ
ー
は
、
大
族

長
に
就
任
し
た
時
す
で
に
六
〇
歳
代
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明

ら
か
に
彼
が
白
い
職
務
を
担
う
平
時
の
族
長
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ

存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の
一
方
で
、

キ
ャ
ー
ル
ズ

・
ヒ
ッ
ク
ス
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
と
い
っ
た
英
語
が
堪
能

な
混
血
の
部
下
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
合
衆
国
政
府
と
の
交
渉
を
も
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指
揮
し
続
け
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ク
戦
争
中
は
高
齢
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
名
目
的
に
で
は
あ

っ
た
が
戦
士
団
を
率
い
て
参
戦
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
彼
に
は
、
新
し
い
時
代
の
大
族
長
と
し
て
部
族
全

体
を
ま
と
め
て
い
く
た
め
に
、
赤
い
職
務
の
族
長
の
資
質
で
あ
る
勇

者
と
し
て
の
力
強
さ
や
統
率
力
を
も
示
す
必
要
が
あ

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。一証

（１
）

問
農
ｏＰ

Ｇヽ

も、」ｔ
ｏ
Ｌ
卜や

（
２
）

量
【ｏ
ュ
３
Ｐ

蛍
ｏき
ヽ
力
８
Ｐ
Ｑ
き
もヽ
Ｇ卜
尽

Ｑ
ヽ
き
卜

●
・やｏト

（３
）

こ
の
種
の
記
録
と
し
て
は
、
特
に
、　
■

ワ
イ
ト
・
パ
ス

（電
す
おヽ

増
農
す）
の
反
乱
と
し
て
知
ら
れ
る
保
守
的
な
人
々
に
よ
る
反
「文
明
化
」

の
運
動
に
関
す
る
も

の
が
，有
名
。
　
エ
ト
ー
ワ

（甲
ｏ者
単
）
地
方
の

族
長

で
あ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
・
パ
ス
は
、　
一
八
二
七
年
二
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
新
し
く
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
憲
法
に
反
対
を
表
明
し
、

キ
リ
ス
ト
教
や
白
人
の
生
活
様
式
の
放
葉
、
そ
し
て
伝
統
的
な
生
活
へ

の
復
帰
を
部
族
民
に
説
き
つ
つ
、
示
威
行
動
を
行
っ
た
。
反
乱
自
体
は

短
期
間
の
う
ち
に
終
息
し
た
が
、
ロ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

「文
明
化
」

し
た
指
導
者
た
ち
に
与
え
た
心
理
的
な
影
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

日

す
ｏ
い
ｏ
　
句

●
【
“
卓
ｏ
）

会
自
イ

い
い
オ
一
【
〇
う
Ｄ
Ｆ

の
Ｆ
】

【
，
　
付
す
Ｏ
　
Ｏ

す
０
【
ｏ
声
ｏ
ｏ
　

り
為
Ｄ
付
】
Ｏ
Ｊ

”

力
ｏ
４
４
伸
”
ｏ
ｏ
　
一ｏ
　
市す
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
ヨ
４
汗
・
ユ
ｏ
ｐ

ｏ
【
【
∞
Ｎ
ド
、▼
６
さ
ｏ
、ヽい
津
中
ヽ
単
ち
や

や
、ヽ
８

『

０
ミ
ヘ中Ｒ
Ｓ

督ヽ

】

８

（
中
樹

じ

し
ｏ
ｐ

Ｓ
マ

電
ｐ

こ
の
他

に

チ

エ

ロ
キ
ー
族
の
伝
統
主
義
を
扱
っ
た
も
の
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
コ
く
，〓
Ｆ
コ

　
Ｏ
　
　
ぞ
Ｆ
Ｆ
ｏ
Ｅ
∞
す
】【，
】
パ
〕
Ｆ
ｏ
■
ｏ
オ
Ｏ
Ｏ
　
卜
，
ユ
ー
ぞ
【チ
４
ｏ
，

∽
ｏ
ユ
一ヨ
ｏ
ユ
ヽ
猛
や
卜
Ｌ
∞
樹

」
的
き

いヽｏ
ま
」無
畳
せ
】
選

―
卜

合
ｃ
Ｎ
じ

ｏ
ｐ

ω
露

‐

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

ω
『
ｏ
キ
刃
ｏ
”
い
】毎
〕■

∽
ゆ
宙
）

へへ●
す
ｏ
ヽ
ユ
打
ｏ
ｏ
均
【岱
毎
Ｆ
中ｏ
Ｆ
岱
一済
Ｈ
ｒ
増
【
ｏ
”ｏ
？

↑い
ｏ
付　
〕回
く
い
ｏ
∞
①
〓
ｏ】再
〕
的
，
い
　
↑ｒ
Ｏ
　
白
ギ
Ｄ
単
　
ｏ
ヽ
　
自
ざ
ｐ
【
∽
ｖ　
句
い
ヽ
付
【
　
”
，
い

円
Ｄ
ユ

〓

ヽ

Ｈ
Ｓ

ミ

』
“
ミ

氏

ちヽ
ヽ
Ｒ

いヽ
ミ

０
ヽヽ
や
ヽ

ミ

ぜ

Ｈ
億

あ

ヽ
八

５

観

Ｖ

均
ｏ
　
Ｎ
∞
働
ｌ
ω
Ｏ
淳
】
　
ω
∞
〇
―
ド
〇
岸
・

（
４

）
　

ぞ
【
●
い
ｏ
宮
∞
げ
≡
ヽ

い
ｏ
」

Ｏ
ｏ
，
り
ｏ
Ｆ

虫
卜
）
Ｇ
ヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ
】
ｏ
や

０
∞
卜
‐
０
∞
哨
じ
↑
Ｄ
げ
】ｏ
∽

ｒ

∞
か
ら
算
出
。

（
５
）

ロ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
の
確
実
性
は
、　
チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
伝
統
文

化
か
ら
補
強
さ
れ
て
い
た
と
す
る
考
え
は
、
Ｊ

・
Ｃ

・
ヒ
ツ
ク
ス
の
研

究
よ
り
示
唆
を
多
く
受
け
た
。
■
【津
ｒ
や
ず
も
・
単
多
）
掛
い
ｏ
↑ｑ

宮

参
照
。

（
６
）

‐８
世
紀
の
チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
集
落
の
数
及
び
そ
の
人
口
に
つ
い
て
は
、

刃
い
く
い日
ｏ
，
い
Ｕ
・
町
ｏ
∞
①
戸
ｏ
申
】
ＡＯ
ｒ
ｏ【ｏ
】容●ｏ
田
ｏｏ
■
ｏ
日
庁【ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
①【い
ユ
く
ｏ
“

弓
げ
ｏ
Ｏ
胸
い
●
∞
【ヽ

中淳
メメ「一一】付
日

Ｚ
・
句
ｏお
いｏ
，
い
，
ュ
　
】
Ｏ
ｒ
，
　
Ｏ
ユ
一≡
Ｆ

Ｏ
ユ
″

▼　
Ａへ∽

】
Ｂ

ｏ
ｏ
り
【
Ｆ
呂

　

ｏ
島

　

（口
ｒ
ｏ
ヽ
ｏ
ｒ
ｏ
ｏ
　

い
ｏ
い
　
自
【
ｏ
β
●
〇
」
の
　

の
十Ｆ
中
一
●
【
０
一
】

∽

ョ
ま

い
ｒ
の
Ｏ
串
中
Ｄ
Ｆ
　

】
，
の
ユ

ユ

い
宮
Ｂ

Ｏ
ｏ
】

口

Ｆ
」お

い
●
　

ｏ
も
　

力ヽ

月

あ

ヽ
【
●
い
，
　

問

市
ｒ
ｓ
ｏ
Ｔ

ｏ
∞
Ｆ

や
ミ
嶺
き
】
一岩

合
ｃ
露
）
】
ｏ
や
磐
も
【
参
照
。

（
７
）

円
ｏヽ
い
，
ｐ

へへ弓
【ｐ
仁
【命Ｓ
停
生
肝
ヨ

【，
いｒ
ｏ
Ｏ
ｒ
ｏ
【ｏ
ポ
ｏ●
Ｚ
出
す
Ｐ
ｖ　
均
や

中一
〇
‥
一一
岸・

（
８
）

ボ
ー
ル

・
ゲ
ー
ム
は
、
合
衆
国
南
東
部
地
域
に
居
住
し
て
い
た
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
の
間
で
等
し
く

行
な
わ
れ
て
い
た
政
治
、
宗
教
、
娯

楽
と
い

っ
た
様
々
な
要
素
を
持

っ
た
ゲ
ー
ム
で
、
現
在

の

ラ

ク

ロ

ス

↑
出
【９
ｏｏ）
に
似
た
競
技
だ

っ
た
。
非
常
に
乱
暴
な

ゲ
ー
ム
で
あ

っ

た
が
、
良
い
選
手
で
あ
る
と
い
う
評
判
は
、
男
性
に
と

っ
て
の
誇
り
で

あ

っ
た
。
チ

エ
ロ
キ
ー
族
に
お
い
て
は
真
夏
か
ら

冬
に
か
け
て
行
な
わ

れ
た
が
、
ト
ウ
モ
ロ
ヨ
ン
が
実
る
季
節
が
最
盛
期
だ

っ
た
。
　
ｏ
Ｆ
【
一８

■
●
い
∽ｏ
停
】
いコ
Ｆｓ
　
晩
ｏ
ヽ
中ヽ
も
ヽ
ちヽ
馬
】ヽ
さ
　
もぎ
ヽ
Ｓヽ
ヽ
Ｐ
　
声
・
Ｏ
Ｘ
く
ユ
一●
”
　
「Ｇ
”
Ｔ
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く
①【∽４一】
　
Ｏ
ｈ　
白
″ｏ
，
，
①
のの００
「
ギ
①
りり】
【Ｃ
∞
や
　ヽ
ｏ
●
や卜
〇
∞
―卜
や
【
・

（
９
）

チ

エ
ロ
キ
ー
族
は
、
基
本
的
に
七
つ
の
ク
ラ
ン
か
ら

構
成
さ
れ
て
い

た
。
各
部
族
民
は
、
い
ず
れ
か
の
ク
ラ
ン
に

属
し
て
お
り
、
ど
の
ク
ラ

ン
に
属
す
る
か
は
、
母
親
の
出
自
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
た
。
詳
し
く
は

用
ｏ
中↑
し
ミ

ユ
■

ｏ
や
獣
志
∞
参
照
。

（
的

）

可
】
ｏ
い

の

命
い
ユ

停
い

ヘヘ弓

】ぷ

刃

済

ｏ

ｏ
～

ユ
芯

Ｏ

Ｆ
ｏ
ヽ
ｏ
汗
●
ｏ

∽
意

お

い
∽
　

岱
ｐ

申
Ｆ
の
市
”
，
０
●
　
中
Ｆ

Ｄ

（〇
一
Ｄ
の
の
“　
、『
，
０
　
、ツ
ヽ
①
の
Ｏ
●
〇
一
い
骨
≡
岱
Ｆ
）

（∪
Ｄ
【
ｏ
●
ヽ

一
０
　
の
い
い
市
①
・

す
〇
〇
〔
）
、、　
】
，
　
句
●
停
い
ｏ
Ｆ
　
Ｄ
Ｏ
毎
　
命
十Ｅ
〓
【
命
汗
】

ｏ
い
？

】
ｏ
ヽ

　

ら
ヽ
卜

）

０
●
ヽ
い
や
∞
‐
】
時
〇
・

（
１１
）

Ｓ
ミ
≡
甲
Ｓ
ｐ

（‐２
）

き
ミ
・

（
・３
》

Ｓ
ミ
・

（‐４
）

や
ミ
ｔ
・
や
Ｓ
Ｔ
お
申

（‐５
）

句
ｑ
∽【・ｐ

ヤ
ｔ
ｓヽ

ら
ヽヽ
こ
０
や
Ｏ
α
ｉｃ
Ｐ

（‐６
）

■
】のＦ
▼
や
デ

じ

へヽ
“ヽＰ

【〕

樹
も
ｐ

（
・７
）

き
ミ
ｔ
や
や
さ
も
ド

（
・８
）

ヨ

中ヽ一一ざ
ヨ
　
Ｏ
　
ツヽ

ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
」
〕】ま
し
ミ
『
，
ｏ
日
い
の　
中
①
織
Ｏ
あ
ｏ
，

い
ヽ
い

いげ
０

口
●
∞
【ｐ
ｐ
【Ｊ
い
　
ｏ
ｈ　
∩
）す
０
ヽ
Ｏ
汗
①
の
　
りる
い
キ【Ｏ
，
ｐ
一一り
，
】）
【
∞
Ｏ
Ｏ
ｌ
【
∞
０
〇
一
】
「ョ、
」ヽ
ヽ
さヽ
ヽ
や

豊

中
ヽ

ヽ
ふ

ミ
ビ

０

ヽヽ
Ｓ

ヽ
終

こ
ギ

↓

∞

ヽ
い

沼

Ｆ

専
∞
や
企

ｏ
ヽ
い
Ｖ

均
・
い
Ｏ
ｐ

Ｆ
ｏ
さ

い
ｒ

（
・９

）

吾

Ｐ

一
市
ｇ

▼

き

革
ヽ

為

Ｇ
Ｆ

Ｑ

さ

さ

さ

へ

Ｑ

革
ざ

い

甲

工

・

三
、
大
族
長
ジ
ョ
ン

・
ロ
ス
の
資
質

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
は
、
明
ら
か
に
白
い
職
務
を
担
う
平
時
の
族
長
の

系
譜
を
受
け
継
い
で
い
た
。
彼
と
戦
士
や
戦
時
の
族
長
と
の
共
通
点

は
、
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。　
ロ
ス
が
生
ま
れ
た

一
七
九
〇
年
は
、
ち

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
赤
い
職
務
を
担

っ
た
戦
時
の
族

長
た
ち
は
、
軍
事
行
動
の
際
に
賢
朔
な
判
断
を
下
す
こ
と
や
勇
敢
な

行
動
を
取
る
こ
と
で
、
他
者
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、白
い
職
務
を
担
う
平
時
の
族
長
た
ち
は
、
日
常

の
行
動
で
、
自
己
の
族
長
と
し
て
の
資
質
を
証
明
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
日
頃
か
ら
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
道
徳
的
規
範

を
身
を
も

っ
て
実
践
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
ロ
ス
が
、
白
い
職
務
を
担
う
族
長
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ
大
族

長
と
し
て
部
族
民
の
支
持
を
得
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は

一
般

の
部
族
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
得
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

白
い
職
務
を
担
う
族
長
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
た
忍
耐
力
、
節
度
、

他
人
の
意
向
に
対
す
る
感
受
性
と
い
っ
た
資
質
は
、
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族

の
道
徳
的
規
範
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
チ

ェ
ロ
キ
ー
族
の
倫
理
観
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、
ギ
ア
リ
ン
グ
は
、

こ
れ
ら
の
資
質
は
、
集
団
内
に
お
け
る
調
和
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
お

い
て
好
ま
し
い
人
物
と
は
、
調
和
を
乱
す
よ
う
な
情
況
は
慎
重
に
で

き
る
限
り
避
け
、
も
し
自
身
と
相
反
す
る
利
害
が
明
白
に
出
現
し
た

場
合
は
相
手
を
刺
激
し
な
い
よ
う
に
自
ら
の
意
志
を
冒
（き
、
相
手
と

の
直
接
的
な
争
い
が
起
こ
り
そ
う
に
な
る
と
、
自
ら
引
き
下
が
る
と

い
う
人
物
で
あ

っ
た
ｏ
彼
は
怒
り
を
表
わ
す
こ
と
も
無
か
っ
た
し
、

ま
た
、そ
の
よ
う
な
機
会
を
相
手
に
も
与
え
な
か
っ
た
。
は
た
し
て
ロ

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
》

ょ
う
ど
チ
ェ
暉
キ
ー
族
が
自
人
と
の
戦
争
を
放
棄
し
た
時
期
で
あ

っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
大
族
長
と
な
る
以
前
に
実
戦
を
経
験
し
た
の

は
、
わ
ず
か
に
一
八

一
三
年
の
秋
か
ら
短
期
間
ク
リ
ー
ク
戦
争
に
従

軍
し
た
時
だ
け
だ
っ
た
。

Ｐ
ス
は

一
八

一
四
年
三
月
、
ク
リ
ー
ク
戦

争
の
勝
敗
を
決
し
た
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー
・
ベ
ン
ド
の
戦
闘
に
も
参
加
し
、

後
年
こ
の
戦
闘
に
お
け
る
他
人
の
勇
敢
な
振
舞
に
つ
い
て
語

っ
て
い

る
が
、
自
分
自
身
に
関
し
て
は
何
も
語

っ
て
い
な
い
。
彼
は
こ
の
戦

争
期
間
中
従
軍
す
る

一
方
で
、
チ
ェ
Ｆ
キ
ー
族
の
戦
士
た
ち
に
支
給

す
る
物
液
よ
つ
い
て
、
合
衆
国
政
府
と
の
間
で
商
取
り
引
き
を
行
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
実
際
ど
の
程
度
戦
士
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
、
疑
間
が
残
る
。
彼
は
、
そ
の
風
貌
も
、

敷もンゆカウウ〕紳れが増あっ拘蜘眸綻帥帥幼鞠御京い装げウ

貯
帥

つ 的
的
中
と ェ
思 口
弟
れ
（
‐

額
均
男
性
と
比
較
し
て
も
、
小
柄
な
方
で
は

いい薪勲は沖つょす納神帥嘘駒郵肇帥籍肇牛貯貯力ヽ‐つ族的漸巾

沖抑統勅掬眸娘和力ヽも距瑚力ヽさ駒】打説及セ加、つ帥堵前ヵ、め晰榔

相陶呼市嬢民ェ中井約嘲拘つ族奪郵対”脚「ウ由ル？声駒一懐

に、族長に選ばれる者は、他者の信頼を勝ち取る能力を有

ス
は
、
ど
の
程
度
こ
の
よ
う
な
資
質
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

強
制
移
住
を
促
進
す
る
た
め
合
衆
国
政
府
に
任
命
さ
れ
て
、　
一
八

三
六
年
末
以
降
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
許
へ
や
っ
て
来
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ラ
ン
プ
キ
ン
と
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

（甘
ｒ
ｐ

腐
ｇ
る
い
じ

は
、

一
△

一一七
年
六
月
に
イ
と
ア
ィ
ア
ン
対
策

局

長

Ｃ
・
Ａ

・
ハ
リ
ス

（ｐ
卜
・
呂
常

一ヽし

に
宛
て
た
報
告
書
の
中
で
、　
ロ
ス
の
こ
と
を

「非

常

（
に
換
日
で
、
理
解
し
づ
ら
い
、そ
し
て
用
心
深
い
政
治
家
」
と
評
し

て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
詳
し
く
ラ
ン
プ
キ
ン
は
、　
一
八
三
八
年
四
月

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
強
制
移
住
を
執
行
す
る
た
め
出
発
し
よ
う
と
し
て

い
た
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ス
コ
ッ
ト
少
将

（メＳ
ｐ
庁
Ｅ

∽
８
”じ

に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
ロ
ス
自
身
の
こ
と
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
は
賢
明
で
正
体

が
捕
え
難
い
人
物
で
す
。
表
面
的
に
は
控
え
目
な
振
舞
を
し
て
い
ま

す
が
、
彼
の
高
慢
さ
は
比
類
の
無
い
も
の
で
す
。
彼
は
常
に
う
ぬ
ぼ

れ
た
見
解
を
持
ち
、
と
て
も
頑
固
で
執
拗
な
態
度
を
取
り
続
け
ま
す
。

彼
は
非
常
に
も

っ
た
い
ぶ
っ
た
控
え
目
な
態
度
を
取
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
時
は
、彼
の
親
友
に
で
さ
え
、決
し
て
自
由
に
、
遠
慮
無
く

意
志
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
、
彼
が
全
く
持

持

っ て
ぃ
鳴
ま
（
し
鞠
い
才
能
や
知
識
に
対
し
て
信
頼
を
か
ち
と
る
技
術
を

ラ
ン
プ
キ
ン
は
ロ
ス
の
敵
対
者
で
あ
ち
た
た
め
、
そ
の
表
現
は
か

な
り
辛
辣
で
は
あ
る
。
し
か
し
彼
の
ロ
ス
に
対
す
る
評
価
は
、
言
葉

―-100--101-
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と
一異
腹
に
、
却

っ
て
ロ
ス
が
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
族
長
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
た
資
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

ラ
ン
プ
キ
ン
の
評
価
に
あ
る
「用
心
深
い
」
、
「正
体
が
捕
え
難
い
」
、

「
控
え
目
な
振
舞
」
、
「遠
慮
無
く
意
志
を
伝
え
な
い
」
と
い
う
部
分

は
、　
ロ
ス
が
決
し
て
感
情
的
に
な

っ
た
り
せ
ず
、
自
制
的
で
節
度
あ

る
態
度
を
取
る
こ
と
を
示

し

て

い
る
。
ま
た

「
非
常
に
頑
回
で
執

拗
」
と
い
う
部
分
は
、　
ロ
ス
が
忍
耐
力
を
有
し
、
粘
り
強
く
自
分
の

意
志
を
通
そ
う
と
す
る
人
物
で
あ
つ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
、

「
才
能
や
知
識
に
対
し
て
信
頼
を
勝
ち
取
る
技
術
を
持

っ
て

い
る
」
と
い
う
部
分
に
至

っ
て
は
、

「彼
が
持

っ
て
い
も
し
な
い
」

と
否
定
的
な
言
葉
を
加
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
ロ
ス
が
他
の

部
族
民
か
ら
信
頼
を
獲
得
す
る
能
力
に
長
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
時
と
し
て
敵
対
者
は
、
相
手
に
対
す
る
敵
偏
心
か
ら
、
相
手

の
本
質
を
言
い
あ
て
る
こ
と
が
あ
る
。
ラ
ン
プ
キ
ン
の
場
合
も
、
ま

た
そ
う
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
ロ
ス
に
対
す
る
評
価
は
、

ロ
ス
が
自
い
職
務
を
担
う
伝
統
的
な
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
族
長
た
ち
が

有
し
て
い
た
資
質
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
ロ
ス
は
新
し
い
時
代
の
族
長
で
あ
る
以
上
、
白

い
職
務
だ
け
を
遂
行
し
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
彼
は
、
頻
繁
に
外
部
の
白
人
た
ち
と
交
渉
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
外
国
勢
力
と
の
交

渉
は
、
本
来
赤
い
職
務
に
含
ま
れ
る
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
二
重
構
造
が
機
能
し
に
く
く
な

っ
て
か
ら
は
、
こ
の

職
彬
４
チ
ェ
ロ
キ
‐
族
の
指
導
者
に
と

っ
て
重
要
な
も
の
と
な

っ
て

い
た
。
従

っ
て
、
英
語
力
は
、
新
し
い
指
導
者
の
資
質
に
と

っ
て
不

可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
た
。

ロ
ス
が
流
暢
に
英
語
を
使
い
こ
な
し

た
こ
と
は
、
部
族
民
か
ら
信
頼
を
獲
得
す
る
上
で
、
非
常
に
有
利
な

条
件
だ

っ
た
。
英
語
を
解
さ
な
い
一
般
の
部
族
民
か
ら
見
れ
ば
、　
ロ

ス
の
英
語
力
は
、
彼
独
自
の
特
種
な
能
力
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
そ
れ
は
雄
弁
さ
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、　
ロ
ス
が
白
人

と
の
交
渉
に
際
し
て
発
揮
し
た
能
力
は
、
彼
が
赤
い
職
務
を
担
う
族

長
の
資
質
を
も
、
あ
る
程
度
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、　
ロ
ス
が
チ
エ
ロ
キ
ー
族

の
伝
統
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
系
統
の
両

者
に
、
う
ま
く
立
脚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
、
明
ら
か
に
、
新
し
い
時
代
の
要
請
を
受
け
て
登
場
し
て
き
た

指
導
者
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
伝
統
的
な
族
長
た
ち
に

必
要
と
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
異
な

っ
た
系
統
の
資
質
も
、
依
然
と
し

て
受
け
継
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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学
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ア
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・
バ
ー
ト
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。
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Ｏ
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Ｏ
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Ｐ
杓
章
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ミ

ュ

ニ
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四
、
資
質

の
証
明

一
般
の
部
族
民
が
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
ス
を
大
族
長
と
し
て
強
国
に
支

持
し
続
け
た
理
由
の

一
つ
に
、　
ロ
ス
が
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
族
長
に
伝

統
的
に
求
め
ら
れ
て
い
た
資
質
を
有
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
政
治
活
動
や
抵
抗
運

動
に
お
け
る
Ｆ
ス
の
言
動
に
も
、
そ
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
例
が
い
く

つ
か
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、　
一
八
二
三
年

一
〇
月
に
ク

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

リ
ー
ク
族
の
族
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

の
ョＳ

Ｆ
ヨ

Ｋ
ｏＦ
”ｏ
浄
）
に
よ

っ
て
申
し
出
ら
れ
た
賄
賂
に
対
し
て
ロ
ス
が
示

し
た
態
度
は
、
彼
の
族
長
と
し
て
の
資
質
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な

とつ
。一

八
二
三
年
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
は
、
一
八
①
二
年
に
連
邦
政
府

が

「
合
衆
国
の
支
出
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
、
適
切
な
条

件
で
、

（州
内
の
―
―
佐
藤
付
記
）
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
地
所
有
権

（
１
）

を
消
滅
さ
せ
る
」
と
約
し
た
、
所
謂
ジ
ョ
ー
ジ
ア
契
約
を
盾
に
取

っ

て
、
州
内
に
残
存
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
領
土
を
早
期
に

一
掃
す
る

よ
う
連
邦
政
府
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
、

チ

ェ
ロ
キ
ー
族
に
対
し
て
も
、
土
地
の
割
譲
を
内
容
と
す
る
条
約
を

締
結
す
る
よ
う
迫

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
強
国
な

拒
否
の
姿
勢
に
直
面
し
て
、
交
渉
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
合
衆
国
側
の
代
表
は
、
か
ね
て
よ
り

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
と
親
交
が
あ

っ
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
を
チ
ェ
ロ
キ

ー
族
の
有
力
な
族
長
た
ち
を
買
収
す
る
た
め
、
密
使
と
し
て
派
遣
し

（２
）

た

の
で
あ

っ
た
。

チ
ェ
Ｐ
キ
ー
・
不ヽ
イ
シ
ョ
ン
の
首
都
ニ
ュ
ー
・
タ
ウ

ン

（Ｚ
①電

弓

ｏ
電

じ

、
後

の

ニ

ュ

ー

・

エ

チ

ョ

タ

（
Ｚ

①
電

円
酔

ｏ
付
じ

へ

や

つ

て

来

た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
、　
ロ
ス
に
対
し
て

「も
し
族
長
た
ち
が
土

地
の
一
部
を
合
衆
国
へ
譲

っ
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
私
に

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
は
合
衆
国
の
代
表
が
、
あ
な



強
制
移
住
政
策
下
の
チ
エ
ロ
キ
ー
族

（佐
藤
）

た
に
二
、
①
Ｏ
Ｏ
ド
ル
贈
る
よ
う
取
り
計
ら
お
究
」
と
秘
密
裡
に
手

紙
で
伝
え
て
き
た
。

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ユ
は
、
土
地
の
割
譲
に
反
対

し
て
い
る
族
長
た
ち
の
真
意
を
確
か
め
た
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
族
長
た
ち
の
中
で
も
特
に
自
人
と
同
化
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
物
質
的
に
も
豊
か
な
暮
し
を
送

っ
て
い
た

ロ

ス
に
、
賄
賂
を
受
け
取
る
可
能
性
を
感
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
ロ
ス
は
こ
れ
に
対
し
仲
間
と
相
談
の
結
果
、　
マ

ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ユ
の
手
紙
の
内
容
を
、　
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
自
身
も

出
席
し
て
い

（
た
レ

ェ
Ｐ
キ
ー
族
の
部
族
議
会
の
席
上
で
暴
露
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
私
が
国
民
委
員
会
を
統
靖
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
す
で

に
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
…
…
あ
な
た
方
が
私
に
置
い
て
き
た
信
頼

は
、
大
切
に
保
た
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
永
遠
に
保
た
れ
る
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
ど
の
国
に
お
い
て
も
一異
切
者
と
い
う
も
の
は
、
最
も
邪

悪
な
も
の
と
見
な
さ
れ
、
地
Ｌ
を
徘
徊
す
る
最
も
下
等
な
爬
虫
類
よ

り
も
軽
蔑
す
べ
き
も
の
で
す
。
高
潔
で
正
直
な
人
格
と
い
う
も
の
は
、

世
界
中
の
不
正
な
金
よ
り
も
、
も

っ
と
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
私
は
、
こ
の
世
の
富
を
得
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
し
て
自
ら
の

財
産
を
増
や
す
た
め
に
金
銭
的
な
賄
賂
を
受
け
取
り
、
正
直
な
人
間

で
あ
る
と
い
う
評
判
を
汚
す
こ
と
よ
り
も
、
地
面
に
生
息
す
る
虫
け

ら
の
よ
う
に
貧
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
選
び
ま
す
。
…
…
私
の
手
の
中

に
あ
る
こ
の
手
紙
は
、
自
ら
そ
の
内
容
を
語
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
残

賄韓本設触ｒ“ゆ咋却し（の準韓は、私の人格と名誉に対する

ロ
ス
の
行
動
と
演
説
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
彼
自
身
が
元
来
有
し

て
い
た
価
値
観
で
あ

っ
た
。
彼
は
非
常
に
裕
福
な
農
園
主
、
或
い
は

商
人
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
に
対
す
る
執
着
は
、
そ
れ

ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
富
よ
り
も
、

族
長
と
し
て
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

彼
が
発
言
の
中
で
、
高
潔
で
正
直
な
人
格
と
い
う
も
の
は
価
値
が

あ
り
、
賄
賂
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
正
直
な
人
間
で
あ
る
と
い
う
評

判
を
汚
し
た
く
な
い
と
表
明
し
て
い
る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
部
族
の
調
和
の
象
徴
で
あ
る
伝
統
的
な
平
時
の
族

長
に
は
、
チ
ェ
Ｆ
キ
ー
族
の
道
徳
的
規
範
を
身
を
も

っ
て
実
践
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
部
族
民
の
間
に
お
け

る
彼
自
身
の
人
格
に
関
す
る
評
判
を
気
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
当

然
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、　
ロ
ス
が
そ
の
言
動
で
示
し
た
価

値
観
も
、
部
族
民
の
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
。
結
局
、　
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ユ
の
賄
賂
の
申
し
出

を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
彼
が
部
族
民
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
上
で
、
か

な
り
重
要
な
出
来
事
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
二
八
年
に
大
族
長
に
就
任
し
て
以
降
、　
ロ
ス
は
チ
ェ
ロ
キ
ー

族
の
代
表
と
し
て
、
合
衆
国
政
府
の
移
住
政
策
に
対
し
て

一
質
し
て

反
対
の
立
場
を
取
り
続
け
た
。　
一
八
三
〇
年
二
月
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強

制
移
住
法
が
成
立
し
、
い
よ
い
よ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
の
強
制
的

な
排
除
が
具
体
化
す
る
中
で
、　
ロ
ス
は
何
回
と
な
く
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ

赴
い
た
。
そ
し
て
、
過
去
に
合
衆
国
と
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
間
で
締
結

さ
れ
た
条
約
を
根
拠
に
、
独
立
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
チ
ェ

ロ
キ
ー
族
の
主
権
を
主
張
し
、
強
制
移
任
法
の
撤
回
を
求
め
て
粘
り

強
い
交
渉
を
展
開
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
衆
国
政
府
の
意
志
は
固
か

っ
た
。
大
統
領
ジ

ャ
ク
ソ
ン
は
早
く
か
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
を
主
権
の
有
し
た

独
立
国
家
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
愚
か
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
。

彼
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
は
、
独
立
革
命
と
そ
れ
に
続

く
戦
争
で
敗
北
し
た
後
、
合
衆
国
政
府
か
ら
年
金
を
受
け
て
生
活
し

て
い
る
立
場
に
あ
り
、
独
立
国
と
し
て
の
体
裁
を
成
し
て
い
な
か
っ

姫
ば
鞠
れ
舶
力ヽ 単
イ
嘔
嘘
控
那
御
鞠
却
拘
喚
吋
荘
此
帥
々
頓
朔
れ
叔
郵
議

高
裁
判
所
に
対
す
る
提
訴
を
指
揮
す
る
な
ど
、

「
文
明
化
」
し
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
ら
し
い
抵
抗
運
動
を
指
導
し
て
、
彼
ら
の
独
立
国
家
と

しい力ヽの的楊能始け錦取瑚韓申編つ（さ帥協【府摯劫範諭抑中ばヽ

近
隣
の
同
じ
よ
う
な
境
通
に
あ

っ
た
チ
ョ
ク
ト
ー
族
、
ク
リ
ー
ク
族
、

チ
カ

（
ソ
コ
族
が
移
住
を
目
的
と
し
た
条
約
を
合
衆
国
と
の
間
で
締
結

さ
せ
ら
れ
、
も
は
や
チ
ェ
Ｆ
キ
ー
族
だ
け
が
そ
の
例
外
と
な
る
可
能

史
苑

（第
五
十
巻
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一
号
）

性
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
は
、　
ロ
ス
が
率
い
る
抵
抗
運
動
を
窮
地

に
立
た
せ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、　
一
八

三
二
年
夏
以
降
、
そ
れ
ま
で
ロ
ス
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
指
導
者

た
ち
の
中
か
ら
移
住
に
賛
成
す
る
人
々
が
現
わ
れ
始
め
た
。
そ
れ
ら

の
人
々
は
、
も
し
包
括
的
な
移
住
し
か
問
題
を
解
決
す
る
手
立
て
が

残
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
移
住
に
関

す

（
る
換
い
条
件
を
獲
得
し
て
お
い
た
方
が
賢
明
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
た
。
彼
ら
は

「
条
約
派
」

（津
ｏ
月
お
申
ｑ

円
営
一じ

と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
合
衆
国
議
会
に
お
け
る

「
チ
ェ
Ｐ
キ
ー
族
の
味
方
」
を
自

称
す
る
人
々
や
、
多
く
の
宣
教
師
た
ち
の
支
持
を
受
け
て
い
だ
。

ロ
ス
は
、
こ
の
事
態
を
深
く
憂
慮
し
て
い
た
。　
一
八
三
二
年
八
月

に
、

「
条
約
派
」
の
中
心
人
物
の

一
人

エ
ラ
イ
ア
ス
・
ブ
デ
ィ
ノ
ー

（
Ｄ
〓
い
り
田
Ｏ
Ｆ
い
停々
ｏ
”）

ボ
、々
　
『
チ
ェ　
”い
キ
ー

・　
フ
ェ　
ニ
ッ
ク
ス
』
の

紙
面
に
移
住
に
賛
成
す
る
見
解
を
掲
載
し
な
い
と
す
る
ロ
ス
の
政
策

に
反
発
し
て
、
同
紙
の
編
集
長
を
辞
職
す
る
と
申
し
出
た
際
、
部
族

議
会
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
ブ
デ
イ
ノ
ー
の
行
動
を
批
判
し

つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
公
共
の
権
力
を
有
す
る
人
々
の
見
解
と
い
う
も
の
は
、
常

に
人
々
の
意
志
と

一
致
し
た
も
の
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

国
民
的
な
新
聞
の
編
集
長
の
見
解
も
ま
た
然
り
で
す
。
そ
の
よ
う
な

新
聞
の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
多
様
な
見
解
を
黙
認
す
る
こ
と
は
、
人
々
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の
間
に
動
需
と
混
乱
を
生
む
こ
と
と
な
り
、
結
局
わ
が
国
の
繁
栄
に

と

っ
て
有
害
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
し
ょ
う
。
わ
が
国
と

湘
球
柱
申
蒔
亮
徳
鋪
投
本
庫
熟
拘
政
ギ
ウ
ま
（
人
妙
抑
益
の
た
め
に
、
結

こ
の
発
言
の
中
に
あ
る

「
公
共
の
権
力
を
有
す
る
人
々
の
見
解
と

い
う
も
の
は
、
常
に
人
々
の
音
，志
と

一
致
し
た
も
の
で
あ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
は
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
指
導
者
の

在
る
べ
き
姿
と
い
う
も
の
を
よ
く
示
し
て
い
る
。　
ロ
ス
が
そ
れ
を
十

分
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
め

て
い
た

一
因
で
あ

っ
た
。
ま
た

一
方
、
発
言
の
後
半
の
部
分
は
、
明

ら
か
に
部
族
が
分
裂
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
で
、
彼
が
大
族
長

Ｌ
し
て
部
族
内
部
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。　
一
八
三
三
年

一
〇
月
の
部
族
議
会
に
対
す
る

年
次
教
書
の
中
で
、
彼
は
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
全
て
の
重
要
な
問
題
に
お
い
て
、
人
々
の
権
利
や
利
益
に

関
す
る
異
な

っ
た
見
解
が
持
ち
上
が

っ
た
場
合
は
、
多
数
派
の
意
向

が
勝
る
べ
き
で
あ
り
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
多
数
派
が
採
用
し
た

手
段
な
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

手
段
を
支
え
る
た
め
に
結
東
す
る
こ
と
が
少
数
派
の
義
務
で
す
。
反

対
者
の
進
む
方
向
が
、
内
紛
や
混
乱
そ
し
て
損
害
を
も
た
ら
す
の
に

伸
れ
す
森
勅
唯
豪
呼
如
唯
犠
で
（
と

堆
帥
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
た
秩
序
を

一証

（
１

）

Ｑ

営

命
息

ｏ

ｐ

●
営

↑
ｏ
」
】

（単

】

想

ポ

増
ヾ
ミ

車ヽ
ヽ
や
ｊき

ヽ

や

ヽヽ

母

しヽ

も
ヽ

ヽ
事
ヽ
　
〔
単
ヽ
ヽ
ヽ
電
へヽ
　
い
「ヽ
ヽ
ヽ
ｓ
ち
）

い
０
く
〇
中″
）
　
メ
Ｐ
ゆヽ
∽
”
【●
∞
中
○
”
一　
命
十〇
く
の
■
，
日
ｐ
Ｏ
〕
一

申），
一停
↑
≡
】
∞
　
∩
】
ヽ
の
①
▼
【
０
∞
卜
‐
【
Ｏ
Ｏ
時
】

く
Ｏ
ｒ
例
】

ｔ
　
【
ト
ト

（
２
）

電
８
い
言

【■

ミ
・
い
ヽ
ビ
甲
岸ミ

（
３

）
　

メ
ミ
ュ
一証
日

ゥく【
命
Ｆ
ま
〇
リ
ゴ

↓
ｏ
　
】
ｏ
す
ヨ

丹
Ｏ
の
♂

〇
命
付
ｏ
げ
①
【

Ｎ
■
　
岸
∞
時
Ｐ

中ロ

呂

思

一一
目

】
＆

≡

杓
軍
ヽ
も
Ｆヽ

く
単

【
ヽ

や

認

〕
宝

さ

り
】
く

ヽ
単

せ

力
武

‐

ちヽヽ
も
ヽ
】
「
●
，
Ｏ　
Ｎ
Ｏ
　ヽ
岸∞
時
卜
　ヽ
く
ｏ
ド
や
Ｏ
　ヽ
ｏ
　
時
ヽ
∞

（
４
）

〓
ｏ
ュ
Ｓ
】
）
ヽ
ｏ
き
ヽ
為
８
Ｐ
　
Ｑ
ヽ
も
，ヽｓ
沖
ミ
　
Ｑ
ヽ
き
卜
　
ｏ
・
ω
Ｐ

Ｅ
≡
京
り

や
Ｆ
　
け
　
ヽ
斗
ち３
ｏ
や
岸
】
―
【Ｎ

（
５
）

弓
ｏ
　
Ｏ
ｏ〕
Ｒ
出
　
Ｏ
ｏ
●
”
ユ
一
　
〇
Ｒ
ｏ
げ
母
　
や
ぶ

【∞
や
Ｐ
　
４，
　
マ
Ｊ
ュ
Ｓ
Ｐ

ｏ
■

や

ヽ

どヽち）
く
ユ

■

や
超

〕
軍

ヽヽ
４

ミ
ヘ
ヘ
ト
ぜ

為
碍
き

ミ
Ｌ

‥
ｏ

Ｎ
Ｏ
】　
【∞
ヽ
卜
】　
く
Ｏ
ｒ
や
０
】　
・
　
や
ミ∞

（
６
）
　
『
ヽ
Ｆ
命
す
Ｐ
　
ｏヽ
　
６
持
‥　
や
ｏ
やや
ω
ω
ｌや
∞
ド

（
７
）

チ
エ
ロ
キ
ー
族
は
、
合
衆
国
最
高
裁
に
対
し

一
八
三

一
年
二
月
と

一

八
三
二
年
二
月
の
二
度
に
わ
た

っ
て
、
自
ら
の
自
治
権
と
土
地
の
領
有

権
を
合
衆
国
政
府
に
承
認
さ
せ
る
た
め
、
過
去
に
合
衆
国
と
の
間
に
締

結
さ
れ
た
条
約
を
根
拠
に
提
訴
し
た
。　
一
度
目
は
提
訴
を
棄
却
さ
れ
た

が
、
二
度
目
の
裁
判
で
は
実
質
的
に
勝
訴
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
高
裁
に
は

チ
エ
ロ
キ
ー
族
の
主
権
を
擁
護
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
判
決
の
内
容
を
強
制
す
る
権
限
が
無
く
、
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、
こ

の
判
決
に
対
し
行
政
府
の
積
極
的
な
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は

こ
の
法
廷
闘
争
か
ら
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な

か

っ

た

。

詳

し

く

は

、

吾

ｏ
卓
一
一一０
，

浄

）ゃ
ヽ

為

Ｇ
り
Ｐ

Ｏ

き

Ｓ

き

も

い

き

き

ト

●
ｐ

占
志
Ｐ

ミ
ｏ
＆
て
い
＆
】
へも

い
■
】
０
や

【３
Ｌ
さ

を
参
照
。
ま

た
両
裁
判
の
判
決
文
は
、　
Ｆ
ｏ
・矛

可
≧
費

Ｄ
】＆

＞
一一ｇ

Ｏ
二

ヨヽ
営
ｖ

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

こ
の
発
言
は
、
い
さ
さ
か
高
飛
車
な
も
の
で
あ
り
、
多
数
決
の
論

理
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
政
治
的
な
伝

統
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、　
ロ

ス
が
内
紛
や
混
乱
を
排
し
て
、
強
制
移
任
に
反
対
す
る
と
い
う
点
で

部
族
内
を
取
り
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
彼

は
抵
抗
運
動
に
お
い
て
、
部
族
が
結
束
し
た
状
態
で
い
る
こ
と
の
重

要
性
を
、
よ
く
認
識
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
重
視
す
る
態
度
は
部
族
の
伝
統
に
も
適
い
、　
一
般
の
部

族
民
に
も
受
け
入
れ
易
い
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
ロ
ス
は
決
し
て
反
対
者
た
ち
を
強
制
的
に
服
従

さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
部
族
の
内
部
分
裂
が
か
な
り
深
刻
と

な

っ
た
後
ま
で
も
、

「
条
約
派
」
と
の
話
し
合
い
に
よ
る
和
解
を
求

め
て
い
た
。　
一
八
三
五
年
七
月
、
彼
は

「
条
約
派
」
の
指
導
者
、

メ

防や中卯一卵中筆ギ↓申ョ”入．脚てッ時恕町能昨帥幾味詢い錦

い
に
よ
って
、
和
解
が
成
立
し
た
訳
で
は
な
か
っ理
が
、
こ
の
よ
う

な
努
力
を
す
る
こ
と
で
、　
ロ
ス
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
に
、
高
圧

的
な
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
こ
と
は
意
味
深
い
。　
ロ
ス

の
行
動
は
、
ま
さ
に
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
道
徳
的
規
範
に
合
致
し
た
行

動
だ

っ
た
。

のい
の
】
哨
や
ｓ
為
Ｓ
やＳ
ば
ミ

やヽ

きヽ
も
Ω
ぎ
ヽゝ
６ト
ミ

ン
【ミ
き
ヽ
一
単
ふ
や
さ
ま
いｑ

高
さ
』革
建ヽ
・　
や
・　
ン
ざ
ヽ
母
ミ

　ヽ
∪
矛
き
ｅ
Ｓ
ヽ
お
口
ｏ
資
ｏ
Ｄ
”
∪
０
・
Ｅ
脚
●
二
す

い
，
い
　
Ｏ
ｏ
コ
ヽ
い
ｏ
Ｆ
　
一ｏ
ｏ
ド
　
●
や

ｏ
【‐
ｏ
ｐ
　
ｏ
ｃ
ｌ
Ｎ
∞
を
参
照

（
８
）

南
部
諸
部
族
の
移
住
に
関
し
て
は
、　
Ｏ
鳴営
一

可
ｑ
ｏ
日
営
】
き
単
ヽ
ヽ

力

母

Ｓヽ

賢

中や

　

Ｆ

一ポ

　

的

ミ

的ヽ
ヽ
ミ
ヽ
や
中
　

も
ヽ

　

ヽ
き
や
　

ヽ
き

や
　

Ｑ
き

ミ
紺

ヽ
ミ

い
‐ヽ
き
ち　
ミ
，
き
ミ
」ヽ
ま
）
Ｚ
９
日
営

¨
Ｃ
ユ
喬
あ
【Ｃ

ｏ
ｈ　
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
ｏ
日
ゆ

円
【①のり▼
岸醤
時
を
参
照
。

（
９

）
　

問
】ざ

∽

口
ｏ
・
い
」，
ｏ
ｒ

ＡへＦ
ｏ
斉
ｏ
【
∽

ゆ
雪
出

〇

い
デ
ゆ
ヽ

可
い
ｏ
①
】
∽

刃
生

ゆ
↑
一停
∞

市
ｏ

Ｑ
す
ｏ
」
ｏ
庁
ｏ
ｏ

″ヽ
験
ｐ
】ヽ
の
”
口
ｏ
中，
い
い
！刃
や
ｏ
一】
いＯ
∽
Ｆ
，
い
ヽ
く
　
句
，
げ
Ｆ
ｏ
ｐ
ｉ
Ｏ
Ｓ
の

力ヽ
Ｆ
一ず
ｏ
【
中Ｎ
ｏ
ａ
　
げ
】
一
ｏ
す
ｏ
　
刃
ｂ
のの
一
▼　
守
】
、句
す
ｏ
い
い
　
円
ｏ
ヽ
い
●
ｏ
】
●
ａ
ｔ
　
Ｓヽ

ら
卜ヽ
】
●
●
・　
岸
リ
ト
！
や
い
い
。

（
１０

）
　

∽
Ｄ
Ｓ

）
ミ
Ｏ

す
①
【
ｏ
ポ
の
Ｏ

弓

【
い
い
【
”
中
ｏ
Ｄ
ｐ
】
４
布一ヨ

】

句
ヽ
ｏ
ヽ
ｏ
４

い
０
一

円

く
い
〕
∞
Ｌ

冴

日

）

ｐ
ｏ
い
　
いゴ
Ｏ
　
白
】【
い
中】
ｏ
い　
Ｈ
″ｏ
い
】
り
し　
句
い
ヽ
付
【【
一
、　
噂
町
　
い
０
ミ
‐
∞
〇
∞

（
１１
）

均
ｏ
　
Ｏ
ｏ
ｐ
母
出

Ｏ
ｏ
宮
，
ユ
一

＞
・
∞
宮
澪

ド

【
∞
ω
Ｎ

一，

夕
ヽ
ｏ
ュ
Ｓ
Ｐ

●
升
】

、
ざＦ
や
も
ヽ
」
ｔ　
く
Ｏ
Ｆ
一
】
ｏ
・
や
り
〇
・

（
・２
）

公
＞
中
コ
Ｆ
出
　
民
①
の恐
堀
■

ｏ
ｏ
３
汗
【

Ｓ
，　
樹
督
せ　
き
ミ
≡

く
ｏ
】」
ヽ

ｏ
　
Ｎ
『
中
。

（
・３
）

「
掛
，

刃
ｏ
り
の

一〇

Ｋ
Ｄ
３
　
刃
中津

〔占
＆

均
掛

，
智
津

ｐ

Ｆ

ギ

岩
）

】∞
∞
切
】
息
せ
津
ヽ
こ
　
く
Ｏ
ｒ
岸
じ　
ｏ
・
ω
卜
０
・

（
・４

）
　

】く
【
ｏ
，
中
付
０
０
ｖ　
ヽ
Ｇ
や
ヽ

為

ｏ
劣
コ

Ｑ
ヽ
母
！ｓ
卜
ヽ
も

Ｑ
ヽ
せ
ヽ

甲

ｏ
り
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お
わ
り

に

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
移
住
条
約

で
あ

る

ニ
ュ
ー
・
エ
チ
ョ
タ
条
約

食
，①
弓

思ヽ
ｑ

ｏ
ｈ
Ｚ
ゆ
電

Ｄ
野
ｏ
付じ
　
は
、　
一
八
三
五
年

一
二
月

ロ

ス
が
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
交
渉
に
出
向
い
て
不
在
の
隙
に
、

「
条
約
派
」

と
合
衆
国
政
府
の
代
表
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。

「
条
約
派
」
の
行

動
は
、
現
ら
か
に
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
圧
倒
的
多
数
の
意
志
に
反
す
る

も
の
だ

っ
た
。
条
約
締
結
の
当
日
、証
人
と
し
て
全
部
族
民
を
調
印
会

場
に
召
集
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
児
や
子
供
を
含
め
て
人
口

つの鞠一彩旋帥牢説小菊晦的はれ峡匈〕悲れれれヵ、嘩磯れ舶わヵ、

ら
ず
、
こ
の
条
約
は
、　
一
八
三
六
年
五
月
に
は
合
衆
国
上
院
で
批
准

さ
れ
、
そ
の
時
点
か
ら
二
年
以
内
に
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
移
住
は
完
了

す
る
よ
う

一
方
的
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
チ
ェ

ロ
キ
ー
族
に
と

っ
て
最
悪
の
事
態
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
な

っ
て
も
、　
ロ
ス
は
部
族
民
に
対
し
、
彼
と
合
衆
国
政
府
の
交
渉
の
成

り
行
き
を
冷
静
に
見
守
る
よ
う
要
請
し
続
け
た
。
彼
は
一
八
三
六
年

五
月
、
以
下
の
よ
う
な
手
紙
を
副
大
族
長

ジ
ョ
ー
ジ

・
ロ
ウ

リ

ィ

（０
８
掘
ｏ
Ｆ
ｏ
電
お
じ

に
対
し
て
書
い
て
い
る
。

「
…
…
も
し
チ
エ
ロ
キ
ー
族
が
、
全
体
で
断
回
と
し
て
、
締
結
さ

れ
、
批
准
さ
れ
た
条
約
な
ど
存
在
し
て
い
な
い
と
考
え
、
こ
の
決
意

を
強
く
し
、
そ
の
権
限
を
持
た
な
い
人
々
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
不

正
な
条
約
の
条
項
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
な

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
全
て
無

に
帰

す

る
で
し
ょ
う
。
も
し
彼
ら

（部
族
民
―
―
佐
藤
付
記
）
が
こ
れ
を
行
な
い
、
平
静
を
保
つ
な
ら

ば
、
そ
の
時
合
衆
国
政
府
は
彼
ら

（条
約
派
―
―
佐
藤
付
記
）
と
話

れ
韓
で っ
【
ヽ
苑
踊
抑
＆
鞠
め
、
我
々
は
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
と

こ
の
よ
う
な

ロ
ス
の
要
請
に
従

っ
て
部
族
民
は
、
強
制
移
住
執
行

わ時的却准眸静弟簾卵敵け（対ゆｋ・韓庁壕晦戦っ争豹廟義”“力ヽ抵

ら
、
ま
だ

一
世
代
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
或

ぃ
ぶ
シ

ェ
ロ
キ
‐
族
の
伝
統
で
は
復
警
を
是
と
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
彼
ら
が
脅
迫
や
暴
力
に
よ
っ
て
移
住
を
通

っ
て
い
た
自
人

に
対
し
、
報
復
に
出
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
驚
き
に
値
す
る
。

ロ

ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
そ
れ
程
強
力
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
部
族

民
は
ロ
ス
に
対
し
、
素
朴
に
期
待
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
期
待
に
対
し
ロ
ス
も
、
粘
り
強
い
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
で
応
え

て
い
た
。
彼
は
、
実
に
移
住
完
了
期
限
が
目
前
に
迫
る

一
八
王
八
年

帥瑚漁本語彬難刺期的理柳が力能路キ胸懐一
「残禁伽廠【兜

指
導
者
た
ち
の
諦
め
の
良
さ
と
比
較
す
る
と
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
忍
耐
力
こ
そ
、
伝
統
的
な
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
族
長
に
求

め
ら
れ
て
い
た
資
質
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で
彼
が
移
住
に

『れな新坤的灼餞能軸均輸切韓殖峻榔ばち左穀唯帥韓中れ

部
族
民
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
だ

っ
た
。
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
、
強

制
移
住
と
い
う
部
族
始
ま

っ
て
以
来
最
大
の
危
機
に
直
面
す
る
中
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
彼
ら
の
指
導
者
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ

し
い
人
物
を
選
び
出
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
は
、
明

ら
か
に
部
族
民
の
主
体
的
な
選
択
が
生
み
出
し
た
彼
ら
の
代
弁
者
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一証

（１
）

ニ
ュ
ー
エ
チ
ョ
タ
条
約
の
条
文
は
、　
電
中】８
日
げ

円
，
電
け
す
げ
宮
Ｐ

ｏ
い

】

哨
ざ

ミ
　

ト

ヽ
中
も

卜ヽ
ヽ
ら
ｓ
ヽ
中
　

単

中
軋

ヽ
ヽ
ヽ
　

お
ヽ
ヽ

中
や
Ｓ
　

Ｃ
【ヽ

ヽ
中
ミ
ミ

晩

中
や
中
ヽ
」
ｉ
　

ヽ
い

も

ｏ
や

ヽ
ヽ
やヽ
Ｓ

や
ヽ
ヽ
ヽ
く

　

ヽ
対

ヽ
く

や

ビ

▼
　

卜
く
ｏ
中
″

）

ヨ

ざ

４

ｏ
ｏ
二

一　

〇

【
①
ｏ
，
電

ｏ
Ｏ
い

軍
●りの】
中環
Ｐ

く
単

い

ｏ
や
選
露
も
ミ
ｏ
を
参
照
。

（
２
）
　
ゴ
【ｏ
ｏ
い
者
ｐ
】“
）
ｏヽ
ド
〔
持
ｔ
●
申〇
ゃ

（
３

）

「
掛

停
　

刃
ｏ
稼

　

付
ｏ

ｏ
８

【
婦

Ｆ
ｏ
者

」
増

）

＜

Ｓ

Ｎ
ｐ

【
器

ｐ

【●

り、
Ｏ
●
【一〇
●
▼　
０
い
」
　
さヽ
Ｓやもヽ
劣）
く
０
デ
【ヽ
　
コ
や
・卜時
り
‐卜や
０
・

（
４
）

こ
の
時
期
に
チ
エ
ロ
キ
ー
族
が
展
開
し
た
、
非
暴
力
的
な
抵
抗
運
動

に
つ
い
て
は
、
ゴ
ど

母ヽ

呂

ｏ
昌
洛
ｒ

ヤ
３
ｓ
ヽ

ュ
■
が
詳
し
い
。

（
５
）

チ
エ
ロ
キ
ー
族
に
お
け
る
復
讐
法
の
伝
統
に
つ
い
て
は

刃
ｏ
中，

ｓヽ

ユ
Ｆ

，
や
お
も
ヽ
を
参
照
。

（
６
）

ロ
ス
は
、　
一
人
三
八
年
四
月
五
日
付
の
弟
ル
イ
ス
・
ロ
ス
宛
て
の
手

紙
の
中
で
初
め
て
移
住
が

不
可
避

で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
コ
ゴ
Ｊ

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

丹
ｏ
のり　
↑ｏ
　
Ｆ
ｏ電
チ
　
刃
ｏ
りＰ
　
＞
も
ユ
【　
０
】
】∞
ω
Ｐ
　
【，
　
留
【ｏ
●
】いｏ
肖
）
Ｏ
単
）

～
ゃや
ヽ
べ
ヽ
劣）
く
Ｏ
ｒ
岸
】
０
●
・
ｏ
Ｎ
時
‐
０
い
０
・

（
７

）
　

ョ

、
】
】
り
ｏ
，

Ｆ

●
３

ｏ
打
ま

Ｄ
”
〔

虫
ユ

Ｐ
，

一困

●
コ
，
ｏ
い
】

市
Ｏ
　

Ｏ
　

＞

　

Ｅ

ｐ
【
ユ

♂

「
停
Ｆ
Ｏ
　
い
】
　
【
∞
∞
『
】
　
】
ｏ
　
Ｆ

Ｆ
Ｓ

ｏ
汗
【
”
】

や
ヽ
■
　
ら
、
卜

）

く
Ｏ
ｒ

や
】
　
増
　
】
申
や

〔追
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
史
料
の
覧
集
に
際
し
て
指
導
教
授
で
あ

っ

た
富
田
虎
男
先
生

（立
教
大
学
）
に
格
別
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
記

し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

（
一
九
八
八
年
本
学
史
字
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
）
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